
HT-DV90°エルボ HT-DV45°エルボ

HT-DV90°大曲がりエルボ HT-DVソケット

HT-DV90°大曲Y HT-DV45°Y

HT-DVインクリーザー 高温排水用伸縮継手

(HTDV-DL) (HTDV-45L)

(HTDV-LL) (HTDV-DS)

ピット内横主管用

50
75
100 NEWNEW

50
75
100 NEWNEW

50
75
100 NEWNEW

50
75

100 NEWNEW
75×50

(HTDV-LT) (HTDV-Y)

(HTDV-IN)

（THT-Ⅱ/THT-Ⅱ MN） （THT-Ⅱ MN シロ）

(HTES-C)
NEWNEW

75
75×50
100 NEWNEW

100
125

100×75

40
50

40
50

（TH-LHP）
75×50

NEWNEW100×75

75
75×50
100 NEWNEW

NEWNEW100×75

NEWNEW
（HTDV-VCO）

HT-DV
つまみ型掃除口

50
75エコキュート排水トラップ、エルホッパーも好評発売中

集合住宅内配管例

トラップ

ピット内横主管

クボタシーアイ 高温排水システム  HT-DV継手クボタシーアイ 高温排水システム  HT-DV継手

90℃までOK耐熱性
錆びない耐蝕性
スムーズな流れ掃流性

エコキュート・電気温水器からの
高温排水に

※その他の品揃えについては、専用カタログをご覧ください。

特 集

にっぽん探訪

施工現場レポート

千三百年の時空を越えた日本のふるさと（奈良県）

KC貫通パック／貯めてるゾー（静岡県）

1.建築設備分野で金属管に変わる管材として
　 期待される水道配水用ポリエチレンパイプ
2.地下水位制御システム「フォアス」を
　 採用した地域営農

1.建築設備分野で金属管に変わる管材として
　 期待される水道配水用ポリエチレンパイプ
2.地下水位制御システム「フォアス」を
　 採用した地域営農
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EFチーズとEFフランジが接合された。
接合日や融着終了時間などが記載されている。

水抜き部

屋外消火設備配管例

引張試験
曲げ水圧試験

段差沈下試験

EF接合のしくみ

東京都江戸川区の地下防火水槽（PAL133号）
地震に備えた防火水槽は40トンもの水を貯める。

和歌山県下津町三郷八幡神社（PAL136号）
丘陵地にある神社の重機を使うことができない現場で採用された。

国立京都国際会館（PAL131号）

非
常
用
上
水
確
保
に
井
戸
水
の
利
用

　

一
日
約
8
万
8
千
人
以
上（
2
0
0
9
年
）の

乗
客
が
利
用
す
る
日
本
の
空
の
玄
関
口
、成
田

国
際
空
港
。1
9
7
8
年
の
開
港
以
来
、空
港
施

設
お
よ
び
滑
走
路
は
増
設
さ
れ
、1
9
9
2
年

に
第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、

2
0
0
9
年
に
は
Ｂ
滑
走
路
が
2
5
0
0
m
に

延
長
さ
れ
た
。

　

世
界
中
の
旅
行
客
が
利
用
す
る
空
港
だ
け
に

イ
ン
フ
ラ
の
規
模
も
半
端
で
は
な
い
。例
え
ば
、

水
に
関
し
て
は
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、貨
物
施
設
、

各
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
で
年
間
1
7
8
万
m3
の

上
水
、46
万
万
m3
の
中
水（
2
0
0
9
年
）が
使

用
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
地
震
な
ど
の
災

害
に
備
え
て
充
分
な
飲
料
水
の
確
保
が
要
求
さ

れ
る
。そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
の
が
、非
常
用
井
戸

の
設
置
。第
1
、第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
近
傍

に
井
戸
を
掘
り
、既
存
の
共
同
溝
に
送
水
管
を

敷
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

雨
水
を
利
用
し
た
中
水
の
有
効
利
用

　

さ
ら
に
こ
の
非
常
用
上
水
送
水
管
と
共
に
敷

設
が
計
画
さ
れ
た
の
が
、雨
水
を
利
用
し
た
中

水
の
送
水
管
。空
港
は
舗
装
面
が
多
い
た
め
、調

整
池
で
水
量
を
調
整
し
て
か
ら
排
水
し
て
い
る
。

成
田
国
際
空
港
で
は
、こ
の
調
整
池（
滞
水
池
）

に
溜
ま
っ
た
水
を
活
用
し
、雨
水
処
理
を
し
た

中
水
を
中
央
冷
暖
房
所
の
冷
却
水
に
使
用
し
て

き
た
。し
か
し
、こ
の
用
途
は
夏
場
は
需
要
が
多

い
が
冬
や
春
に
は
需
要
が
減
っ
て
し
ま
う
。一

方
、旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
ト
イ
レ
の
洗
浄

水
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
厨
房

排
水
を
処
理
し
て
使
用
し
て
き
た
。し
か
し
、こ

の
中
水
の
量
が
足
ら
な
い
た
め
一
部
上
水
を
加

え
て
い
た
。中
水
需
要
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解

消
す
る
た
め
、雨
水
処
理
施
設
の
能
力
を
最
大

限
に
活
用
し
て
製
造
し
た
中
水
を
各
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
送
る
た
め
の
配
管
が
合
わ
せ
て

検
討
さ
れ
た
。

軽
量
と
施
工
性
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

共
同
溝
は
、地
下
3
〜
4
ｍ
に
設
置
さ
れ
、空

港
施
設
を
横
断
し
て
い
る
。内
部
に
は
中
央
冷

暖
房
用
の
冷
水
パ
イ
プ（
最
大
口
径
1
3
0
0
）

と
高
温
水
パ
イ
プ（
最
大
口
径
4
0
0
）な
ど
巨

大
な
パ
イ
プ
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。上
水
・
中
水

用
の
管
種
を
選
択
す
る
際
、課
題
と
な
っ
た
の

が
限
ら
れ
た
搬
入
口
か
ら
資
材
を
人
力
で
運
搬

し
、既
設
管
を
避
け
な
が
ら
狭
所
で
敷
設
で
き

成田国際空港株式会社
施設保全部　機械グループ
田代 敏雄さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
永島 靖規さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
並木 新一さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
朝山 正俊さん

建築設備用配管に多くの樹脂管が採用される中、集合住宅やビルのピット内や立て管には、防火
区画貫通に関する法律や過去の実績などから金属管が多く使われてきた。しかし、近年これら金
属管に代わる管材として水道配水用ポリエチレンパイプが注目を集めている。その優れた施工
性、耐震性、耐久性は水道本管用途で高い評価を受け、建築設備用途でもさまざまなシーンで使
用されている。今回、成田国際空港での上水・中水の送水管としての採用事例と消防設備配管用
として消防庁告示第19号に基づく登録認定の取得についてご紹介する。

る
こ
と
。そ
の
た
め
軽
量
な
材
質
を
活
か
し
て

搬
入
や
運
搬
が
容
易
で
あ
り
、狭
所
で
の
施
工

が
す
ぐ
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
が
選
ば
れ
た
。

　

実
際
の
工
事
で
は
、共
同
溝
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
搬
入
の
他
、電
気
融
着
に
よ
る
管
や
継
手
の

接
合
も
問
題
な
く
終
了
し
た
。水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
接
合
は
、あ
ら
か
じ
め

接
合
部
の
表
面
を
切
削
し
た
パ
イ
プ
を
継
手
に

差
し
込
み
、接
合
条
件
を
入
力
す
る
た
め
の
バ

ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
ま
せ
て
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
。接
合
の
正
否
は
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ

が
出
る
こ
と
で
判
定
で
き
る
た
め
、作

業
者
に
と
っ
て
判
り
や
す
い
。各
接
合

箇
所
に
は
、接
合
日
・
冷
却
終
了
時
刻
・

作
業
者
が
記
さ
れ
、イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
突

出
の
確
認
マ
ー
ク
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
た
め
、後
か
ら
で
も
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。こ
れ
ら
一
連
の
接
合
手
順
は
、金

属
管
な
ど
で
行
わ
れ
る
ね
じ
切
り
に
よ
る
接
合

に
比
べ
て
非
常
に
簡
単
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

万
が
一
の
断
水
に
備
え
た
防
災
対
策
に
、雨

水
を
利
用
し
た
環
境
対
応
。こ
れ
ら
は
現
在
、日

本
全
体
が
抱
え
る
課
題
で
あ
り
、空
港
と
い
う

公
共
施
設
も
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
存
在
は
共

同
溝
の
中
で
は
細
く
、小
さ
い
存
在
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、そ
の
役
割
は
大
口
径
の
他
管

種
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
大
き
い
。

φ1200冷水用パイプ（白色）と壁の
わずかなスペースに敷設

建
築
設
備
分
野
で
金
属
管
に
変
わ
る
管
材
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

建
築
設
備
分
野
で
金
属
管
に
変
わ
る
管
材
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

日
本
の
空
の
玄
関
口
、成
田
国
際
空
港
で
非
常
用
上
水
送
水
管
に
使
用

このような
スペースの無いところの

配管が続く

①中水用（呼び径150）、②上水用（呼び径100）が敷設

消
火
設
備
用
配
管
材
に

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
・
継
手
が
新
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
告
示
第
19
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得

消
火
設
備
用
と
し
て
実
績
の
多
い
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

平
成
8
年
の
発
売
以
来
、耐
震
用
水
道
管
材

と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
。そ
の
活

躍
の
場
は
、水
道
用
途
に
ど
と
ま
ら
な
い
。平
成
13

年
に
消
防
庁
告
示
第
19
号
が
施
行
さ
れ
、合
成
樹

脂
製
の
管
及
び
管
継
手
の
消
火
設
備
用
配
管
と

し
て
の
基
準
が
定
ま
っ
て
以
降
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
は
じ
め
と
す
る
合
成
樹
脂
管
の
採
用
が
拡
大
し

て
い
る
。

　

本
誌
に
お
い
て
も
消
火
設
備
用
配
管
材
と
し
て

の
採
用
事
例
を
多
数
紹
介
し
て
き
た
。1
3
1
号

で
は
、国
立
京
都
国
際
会
館
で
屋
外
の
消
火
用
配

管
。1
3
3
号
で
は
、東
京
都
江
戸
川
区
の
地
下

防
火
水
槽
の
採
水
用
配
管
。こ
れ
ら
採
用
事
例
で

は
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
耐
震
性

や
耐
久
性
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た

1
3
6
号
で
は
、和
歌
山
県
下
津
町
の
三
郷
八
幡

神
社
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
本
殿
を
火
災
か
ら

守
る
消
火
柱
へ
の
送
水
管
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

リ
ポ
ー
ト
。こ
こ
で
は
耐
食
性
や
山
間
部
で
の
施
工

性
が
評
価
さ
れ
た
。

消
火
設
備
用
配
管
材
と
し
て
さ
ら
に

採
用
し
や
す
く

　

す
で
に
か
な
り
の
採
用
実
績
の
あ
る
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
る
が
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
使

用
す
る
場
合
、消
防
法
施
行
令
第
32
条
特
例
申

請
に
よ
り
、個
別
物
件
ご
と
に
所
轄
の
消
防
庁
ま

た
は
消
防
署
長
に
申
請
す
る
な
ど
手
続
き
を
必

要
と
し
て
き
た
。こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
簡
略
し
、

消
火
設
備
用
配
管
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、財

団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
消

防
庁
告
示
第
19
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得
。

「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・

継
手
」と
し
て
採
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
・
継
手

の
特
長

　

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・
継
手
は
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
特
長
を
踏
襲
し

て
い
る
。

（1）
第
三
世
代
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン…

材
料
と
な

る
高
性
能
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂

（
H
P
P
E
/
P
E
1
0
0
）は
、材
料
特
性

が
高
く
評
価
さ
れ
、配
管
材
料
と
し
て
急
速
に

普
及
が
進
ん
で
い
る
。

（2）
寸
法…

寸
法
は
将
来
的
な
規
格
の
国
際
整
合

性
を
考
え
、I
S
O
規
格
に
準
拠
。呼
び
径
に

近
い
内
径
を
確
保
し
、優
れ
た
流
量
特
性
を
確

保
し
て
い
る
。ま
た
、日
本
水
道
協
会
規
格
と

同
様
の
寸
法
体
系
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、緊

急
の
応
急
補
修
時
等
に
水
道
用
専
用
部
材
の

流
用
も
可
能
で
あ
る
。

（3）
E
F（
エ
レ
ク
ト
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）接
合…

継
手

の
電
熱
線
を
発

熱
さ
せ
、継
手

と
管
の
樹
脂
を

加
熱
溶
融
す
る

接
合
方
法
。管

と
継
手
が
組
織

的
に
一
体
化
す

る
た
め
信
頼
性

が
高
い
。

（4）
耐
震
性…

E
F
接
合
に
よ
り
一
体
化
し
た
管
路

と
伸
び
が
大
き
い
材
料
特
性
に
よ
っ
て
軟
弱
地

盤
や
地
震
時
の
地
盤
変
位
に
よ
く
追
従
す
る
。

特
に
、耐
震
性
の
優
劣
に
関
す
る
接
合
部
に
つ

い
て
は
、曲
げ
水
圧
試
験
や
引
張
試
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
試
験
を
実
施
し
、信
頼
性
を
確
認
し

て
い
る
。ま
た
、地
盤
変
動
を
想
定
し
た
段
差
沈

下
試
験
や
地
割
れ
試
験
も
行
っ
て
い
る
。

（5）
耐
食
性…

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
は
酸
性
土
壌
、

腐
食
土
壌
、塩
害
地
域
で
も
優
れ
た
耐
食
性
を

維
持
。ま
た
、酸
・ア
ル
カ
リ
に
強
く
、有
機
溶
剤

を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
薬
品
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
な

い
。さ
ら
に
軌
道
下
や
そ
の
付
近
の
配
管
で
も

電
食
の
心
配
が
な
い
。

（6）
施
工
性…

管
材
が
軽
量
な
た
め
、人
力
で
山
間

部
の
急
傾
斜
地
や
狭
い
道
路
な
ど
の
施
工
が
行

え
る
。ま
た
、柔
軟
性
を
活
か
し
た
直
管
に
よ
る

曲
げ
配
管
が
可
能
で
あ
る
。

登
録
認
定
の
内
容

　
「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ・
継
手
」の
認
定
の
明
細
は
左
記
の
通
り
。

呼
び
径
は
φ
75
と
φ

1
0
0
、最
高
使
用
圧

力
は
1.
2
5
M
P
a
と

し
、消
火
設
備
配
管
の

適
用
範
囲
と
し
て
は
、

消
火
剤
が
水
の
場
合
に

限
り
、屋
外
消
火
栓
設

備
・
屋
内
消
火
設
備
で

使
用
可
能
で
あ
る
。た

だ
し
、防
火
区
画
の
貫

通
箇
所
に
つ
い
て
は
、所

轄
の
消
防
署
の
判
断
が

必
要
と
な
る
。

　　　項　目

認定番号

登録記号

呼び径

最大支持間隔

用いることができる消火剤

特殊試験項目

適用消火設備

         明　細

PL-027号

KCPE-FD01

φ75、φ100

φ75：1m φ100：2m

水のみ

長期静水圧試験合格

・屋外消火設備
・屋内消火設備

P

GL

ポンプ

地上式消火栓 消火栓格納箱

地下式消火栓

水源

消火用ポリエチレンパイプ・継手認定品の品揃え

認定書

2

6
7
11

13
15

17
19

20
21
22

C o n t e n t s 168 2010 春・夏号

（財）日本消防設備安全センターによる
消防庁告示第19号に基づく登録認定取得

認定証

消火用ポリエチレンパイプ・継手消火用ポリエチレンパイプ・継手

特集1　建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される水道配水用
　　　　ポリエチレンパイプ
新製品案内　塩ビ製ます用逆流防止弁「カンタン君」
特集2　地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農
施工現場レポート（静岡県・戸建て住宅排水管工事／KC貫通パック、
非常用飲料水タンク設置工事／貯めてるゾー）
新たなフィールドに挑戦　カキの養殖筏専用ポール
KCニュース（ホームページリニューアル）
KCニュース（下水道展‘10名古屋出展のお知らせ）

にっぽん探訪（奈良県）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「捨てる前に再利用してみよう」の巻
新製品紹介
パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「スズキとしめじの甘辛煮」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

特長

認定品一覧

1）耐震性
一体化した管路と伸びが大きい材料特性
によって軟弱地盤や地震時の地盤変位に
よく追従します。

酸性土壌、塩害地域でも優れた
耐食性を維持。酸・アルカリに
強く、電食の心配もありません。

軽量なため、人
力で狭い施工場
所での配管が可
能。また、柔軟性
を活かした直管
による曲げ配管
も可能です。

3）耐食性

2）施工性

         種　　類
直管
EFソケット
EF90°ベンド
EFチーズ
EFフランジ付チーズ（SUS）
フランジ（SUS）
レデューサ
キャップ

　  呼　び　径
75×5m、100×5ｍ
75、100
75、100
100×75、100×100
75×75、100×75
75、100
100×75
75、100

消火設備配管用

※認定品以外の品種を使用する場合は、消防法施行令
　第32条による申請が必要です。

水道用耐震管としておなじみのクボタシーアイ
水道配水用ポリエチレンパイプが
消火設備用途で登録認定を取得。
これまで以上にご採用いただきやすくなりました。

（日本水道協会規格 JWWA144.145規格寸法準拠）（日本水道協会規格 JWWA144,145規格寸法準拠）

1

2

配管イメージ図

特集 1

PAL/Vol.1684 PAL/Vol.168 3

特集 1

PAL/Vol.1686 PAL/Vol.168 5

建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

特集 1建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

写真：成田国際空港株式会社提供

■直管（呼び径：75×5m、100×5ｍ）

■EFソケット
　（呼び径：75、100）

■EF90°ベンド（呼び径：75、100）

■EFチーズ
　（呼び径：100×75、100×100）

■フランジ（SUS）（呼び径：75、100）■レデューサ（呼び径：100×75）■キャップ
　（呼び径：75、100）

■フランジ付EFチーズ（SUS）
　（呼び径：75×75、100×75）

PAL/Vol.1682 PAL/Vol.168 1

　
梅
雨
の
時
期
か
ら
秋
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
心

配
さ
れ
る
集
中
豪
雨
。と
く
に
、都
市
部
で
は
道
路
の

舗
装
率
が
高
い
た
め
下
水
道
本
管
に
雨
水
が
大
量
に

流
れ
込
み
、半
地
下
部
分
に
設
置
さ
れ
た
ト
イ
レ
や

風
呂
場
で
下
水
や
異
臭
の
逆
流
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
東
京
都
下
水
道

局
様
、東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様
と
共
同

研
究
を
行
い
、塩
ビ
製
ま
す（
S
T
1
5
0
ー
2
0
0
）

に
対
応
し
た
逆
流
防
止
弁「
カ
ン
タ
ン
君
」を
開
発
し
ま

し
た
。す
で
に
品
揃
え
し
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
す

用
と
合
わ
せ
て
浸
水
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

東京都下水道局様・東京都下水道サービス株式会社様 共同研究品

塩ビ製ます用逆流防止弁カンタン君塩ビ製ます用逆流防止弁カンタン君

φ350 　φ500

下
水
の
逆
流
を
塩
ビ
製
ま
す
で
ス
ト
ッ
プ

設
置
、維
持
管
理
も
カ
ン
タ
ン

Ｓ
Ｔ
1
5
0
ー
2
0
0
対
応

コンクリートます用逆止弁＜カンタン君＞

第2旅客ターミナル

L側受水槽 R側受水槽

中水槽 井戸

厨房除害施設

井戸
中水槽
中央冷暖房施設

中水槽

北ウィング受水槽 南ウィング受水槽

第5サテライト受水槽
第1旅客ターミナル

中央棟受水槽

上水用配管
延長距離：2.3km
中水用配管
延長距離：2.1km



EFチーズとEFフランジが接合された。
接合日や融着終了時間などが記載されている。

水抜き部

屋外消火設備配管例

引張試験
曲げ水圧試験

段差沈下試験

EF接合のしくみ

東京都江戸川区の地下防火水槽（PAL133号）
地震に備えた防火水槽は40トンもの水を貯める。

和歌山県下津町三郷八幡神社（PAL136号）
丘陵地にある神社の重機を使うことができない現場で採用された。

国立京都国際会館（PAL131号）

非
常
用
上
水
確
保
に
井
戸
水
の
利
用

　

一
日
約
8
万
8
千
人
以
上（
2
0
0
9
年
）の

乗
客
が
利
用
す
る
日
本
の
空
の
玄
関
口
、成
田

国
際
空
港
。1
9
7
8
年
の
開
港
以
来
、空
港
施

設
お
よ
び
滑
走
路
は
増
設
さ
れ
、1
9
9
2
年

に
第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、

2
0
0
9
年
に
は
Ｂ
滑
走
路
が
2
5
0
0
m
に

延
長
さ
れ
た
。

　

世
界
中
の
旅
行
客
が
利
用
す
る
空
港
だ
け
に

イ
ン
フ
ラ
の
規
模
も
半
端
で
は
な
い
。例
え
ば
、

水
に
関
し
て
は
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、貨
物
施
設
、

各
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
で
年
間
1
7
8
万
m3
の

上
水
、46
万
万
m3
の
中
水（
2
0
0
9
年
）が
使

用
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
地
震
な
ど
の
災

害
に
備
え
て
充
分
な
飲
料
水
の
確
保
が
要
求
さ

れ
る
。そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
の
が
、非
常
用
井
戸

の
設
置
。第
1
、第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
近
傍

に
井
戸
を
掘
り
、既
存
の
共
同
溝
に
送
水
管
を

敷
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

雨
水
を
利
用
し
た
中
水
の
有
効
利
用

　

さ
ら
に
こ
の
非
常
用
上
水
送
水
管
と
共
に
敷

設
が
計
画
さ
れ
た
の
が
、雨
水
を
利
用
し
た
中

水
の
送
水
管
。空
港
は
舗
装
面
が
多
い
た
め
、調

整
池
で
水
量
を
調
整
し
て
か
ら
排
水
し
て
い
る
。

成
田
国
際
空
港
で
は
、こ
の
調
整
池（
滞
水
池
）

に
溜
ま
っ
た
水
を
活
用
し
、雨
水
処
理
を
し
た

中
水
を
中
央
冷
暖
房
所
の
冷
却
水
に
使
用
し
て

き
た
。し
か
し
、こ
の
用
途
は
夏
場
は
需
要
が
多

い
が
冬
や
春
に
は
需
要
が
減
っ
て
し
ま
う
。一

方
、旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
ト
イ
レ
の
洗
浄

水
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
厨
房

排
水
を
処
理
し
て
使
用
し
て
き
た
。し
か
し
、こ

の
中
水
の
量
が
足
ら
な
い
た
め
一
部
上
水
を
加

え
て
い
た
。中
水
需
要
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解

消
す
る
た
め
、雨
水
処
理
施
設
の
能
力
を
最
大

限
に
活
用
し
て
製
造
し
た
中
水
を
各
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
送
る
た
め
の
配
管
が
合
わ
せ
て

検
討
さ
れ
た
。

軽
量
と
施
工
性
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

共
同
溝
は
、地
下
3
〜
4
ｍ
に
設
置
さ
れ
、空

港
施
設
を
横
断
し
て
い
る
。内
部
に
は
中
央
冷

暖
房
用
の
冷
水
パ
イ
プ（
最
大
口
径
1
3
0
0
）

と
高
温
水
パ
イ
プ（
最
大
口
径
4
0
0
）な
ど
巨

大
な
パ
イ
プ
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。上
水
・
中
水

用
の
管
種
を
選
択
す
る
際
、課
題
と
な
っ
た
の

が
限
ら
れ
た
搬
入
口
か
ら
資
材
を
人
力
で
運
搬

し
、既
設
管
を
避
け
な
が
ら
狭
所
で
敷
設
で
き

成田国際空港株式会社
施設保全部　機械グループ
田代 敏雄さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
永島 靖規さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
並木 新一さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
朝山 正俊さん

建築設備用配管に多くの樹脂管が採用される中、集合住宅やビルのピット内や立て管には、防火
区画貫通に関する法律や過去の実績などから金属管が多く使われてきた。しかし、近年これら金
属管に代わる管材として水道配水用ポリエチレンパイプが注目を集めている。その優れた施工
性、耐震性、耐久性は水道本管用途で高い評価を受け、建築設備用途でもさまざまなシーンで使
用されている。今回、成田国際空港での上水・中水の送水管としての採用事例と消防設備配管用
として消防庁告示第19号に基づく登録認定の取得についてご紹介する。

る
こ
と
。そ
の
た
め
軽
量
な
材
質
を
活
か
し
て

搬
入
や
運
搬
が
容
易
で
あ
り
、狭
所
で
の
施
工

が
す
ぐ
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
が
選
ば
れ
た
。

　

実
際
の
工
事
で
は
、共
同
溝
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
搬
入
の
他
、電
気
融
着
に
よ
る
管
や
継
手
の

接
合
も
問
題
な
く
終
了
し
た
。水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
接
合
は
、あ
ら
か
じ
め

接
合
部
の
表
面
を
切
削
し
た
パ
イ
プ
を
継
手
に

差
し
込
み
、接
合
条
件
を
入
力
す
る
た
め
の
バ

ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
ま
せ
て
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
。接
合
の
正
否
は
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ

が
出
る
こ
と
で
判
定
で
き
る
た
め
、作

業
者
に
と
っ
て
判
り
や
す
い
。各
接
合

箇
所
に
は
、接
合
日
・
冷
却
終
了
時
刻
・

作
業
者
が
記
さ
れ
、イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
突

出
の
確
認
マ
ー
ク
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
た
め
、後
か
ら
で
も
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。こ
れ
ら
一
連
の
接
合
手
順
は
、金

属
管
な
ど
で
行
わ
れ
る
ね
じ
切
り
に
よ
る
接
合

に
比
べ
て
非
常
に
簡
単
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

万
が
一
の
断
水
に
備
え
た
防
災
対
策
に
、雨

水
を
利
用
し
た
環
境
対
応
。こ
れ
ら
は
現
在
、日

本
全
体
が
抱
え
る
課
題
で
あ
り
、空
港
と
い
う

公
共
施
設
も
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
存
在
は
共

同
溝
の
中
で
は
細
く
、小
さ
い
存
在
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、そ
の
役
割
は
大
口
径
の
他
管

種
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
大
き
い
。

φ1200冷水用パイプ（白色）と壁の
わずかなスペースに敷設

建
築
設
備
分
野
で
金
属
管
に
変
わ
る
管
材
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

建
築
設
備
分
野
で
金
属
管
に
変
わ
る
管
材
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

日
本
の
空
の
玄
関
口
、成
田
国
際
空
港
で
非
常
用
上
水
送
水
管
に
使
用

このような
スペースの無いところの

配管が続く

①中水用（呼び径150）、②上水用（呼び径100）が敷設

消
火
設
備
用
配
管
材
に

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
・
継
手
が
新
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
告
示
第
19
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得

消
火
設
備
用
と
し
て
実
績
の
多
い
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

平
成
8
年
の
発
売
以
来
、耐
震
用
水
道
管
材

と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
。そ
の
活

躍
の
場
は
、水
道
用
途
に
ど
と
ま
ら
な
い
。平
成
13

年
に
消
防
庁
告
示
第
19
号
が
施
行
さ
れ
、合
成
樹

脂
製
の
管
及
び
管
継
手
の
消
火
設
備
用
配
管
と

し
て
の
基
準
が
定
ま
っ
て
以
降
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
は
じ
め
と
す
る
合
成
樹
脂
管
の
採
用
が
拡
大
し

て
い
る
。

　

本
誌
に
お
い
て
も
消
火
設
備
用
配
管
材
と
し
て

の
採
用
事
例
を
多
数
紹
介
し
て
き
た
。1
3
1
号

で
は
、国
立
京
都
国
際
会
館
で
屋
外
の
消
火
用
配

管
。1
3
3
号
で
は
、東
京
都
江
戸
川
区
の
地
下

防
火
水
槽
の
採
水
用
配
管
。こ
れ
ら
採
用
事
例
で

は
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
耐
震
性

や
耐
久
性
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た

1
3
6
号
で
は
、和
歌
山
県
下
津
町
の
三
郷
八
幡

神
社
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
本
殿
を
火
災
か
ら

守
る
消
火
柱
へ
の
送
水
管
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

リ
ポ
ー
ト
。こ
こ
で
は
耐
食
性
や
山
間
部
で
の
施
工

性
が
評
価
さ
れ
た
。

消
火
設
備
用
配
管
材
と
し
て
さ
ら
に

採
用
し
や
す
く

　

す
で
に
か
な
り
の
採
用
実
績
の
あ
る
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
る
が
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
使

用
す
る
場
合
、消
防
法
施
行
令
第
32
条
特
例
申

請
に
よ
り
、個
別
物
件
ご
と
に
所
轄
の
消
防
庁
ま

た
は
消
防
署
長
に
申
請
す
る
な
ど
手
続
き
を
必

要
と
し
て
き
た
。こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
簡
略
し
、

消
火
設
備
用
配
管
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、財

団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
消

防
庁
告
示
第
19
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得
。

「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・

継
手
」と
し
て
採
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
・
継
手

の
特
長

　

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・
継
手
は
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
特
長
を
踏
襲
し

て
い
る
。

（1）
第
三
世
代
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン…

材
料
と
な

る
高
性
能
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂

（
H
P
P
E
/
P
E
1
0
0
）は
、材
料
特
性

が
高
く
評
価
さ
れ
、配
管
材
料
と
し
て
急
速
に

普
及
が
進
ん
で
い
る
。

（2）
寸
法…

寸
法
は
将
来
的
な
規
格
の
国
際
整
合

性
を
考
え
、I
S
O
規
格
に
準
拠
。呼
び
径
に

近
い
内
径
を
確
保
し
、優
れ
た
流
量
特
性
を
確

保
し
て
い
る
。ま
た
、日
本
水
道
協
会
規
格
と

同
様
の
寸
法
体
系
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、緊

急
の
応
急
補
修
時
等
に
水
道
用
専
用
部
材
の

流
用
も
可
能
で
あ
る
。

（3）
E
F（
エ
レ
ク
ト
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）接
合…

継
手

の
電
熱
線
を
発

熱
さ
せ
、継
手

と
管
の
樹
脂
を

加
熱
溶
融
す
る

接
合
方
法
。管

と
継
手
が
組
織

的
に
一
体
化
す

る
た
め
信
頼
性

が
高
い
。

（4）
耐
震
性…

E
F
接
合
に
よ
り
一
体
化
し
た
管
路

と
伸
び
が
大
き
い
材
料
特
性
に
よ
っ
て
軟
弱
地

盤
や
地
震
時
の
地
盤
変
位
に
よ
く
追
従
す
る
。

特
に
、耐
震
性
の
優
劣
に
関
す
る
接
合
部
に
つ

い
て
は
、曲
げ
水
圧
試
験
や
引
張
試
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
試
験
を
実
施
し
、信
頼
性
を
確
認
し

て
い
る
。ま
た
、地
盤
変
動
を
想
定
し
た
段
差
沈

下
試
験
や
地
割
れ
試
験
も
行
っ
て
い
る
。

（5）
耐
食
性…

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
は
酸
性
土
壌
、

腐
食
土
壌
、塩
害
地
域
で
も
優
れ
た
耐
食
性
を

維
持
。ま
た
、酸
・ア
ル
カ
リ
に
強
く
、有
機
溶
剤

を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
薬
品
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
な

い
。さ
ら
に
軌
道
下
や
そ
の
付
近
の
配
管
で
も

電
食
の
心
配
が
な
い
。

（6）
施
工
性…

管
材
が
軽
量
な
た
め
、人
力
で
山
間

部
の
急
傾
斜
地
や
狭
い
道
路
な
ど
の
施
工
が
行

え
る
。ま
た
、柔
軟
性
を
活
か
し
た
直
管
に
よ
る

曲
げ
配
管
が
可
能
で
あ
る
。

登
録
認
定
の
内
容

　
「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ・
継
手
」の
認
定
の
明
細
は
左
記
の
通
り
。

呼
び
径
は
φ
75
と
φ

1
0
0
、最
高
使
用
圧

力
は
1.
2
5
M
P
a
と

し
、消
火
設
備
配
管
の

適
用
範
囲
と
し
て
は
、

消
火
剤
が
水
の
場
合
に

限
り
、屋
外
消
火
栓
設

備
・
屋
内
消
火
設
備
で

使
用
可
能
で
あ
る
。た

だ
し
、防
火
区
画
の
貫

通
箇
所
に
つ
い
て
は
、所

轄
の
消
防
署
の
判
断
が

必
要
と
な
る
。

　　　項　目

認定番号

登録記号

呼び径

最大支持間隔

用いることができる消火剤

特殊試験項目

適用消火設備

         明　細

PL-027号

KCPE-FD01

φ75、φ100

φ75：1m φ100：2m

水のみ

長期静水圧試験合格

・屋外消火設備
・屋内消火設備

P

GL

ポンプ

地上式消火栓 消火栓格納箱

地下式消火栓

水源

消火用ポリエチレンパイプ・継手認定品の品揃え

認定書

2

6
7
11

13
15

17
19

20
21
22

C o n t e n t s 168 2010 春・夏号

（財）日本消防設備安全センターによる
消防庁告示第19号に基づく登録認定取得

認定証

消火用ポリエチレンパイプ・継手消火用ポリエチレンパイプ・継手

特集1　建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される水道配水用
　　　　ポリエチレンパイプ
新製品案内　塩ビ製ます用逆流防止弁「カンタン君」
特集2　地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農
施工現場レポート（静岡県・戸建て住宅排水管工事／KC貫通パック、
非常用飲料水タンク設置工事／貯めてるゾー）
新たなフィールドに挑戦　カキの養殖筏専用ポール
KCニュース（ホームページリニューアル）
KCニュース（下水道展‘10名古屋出展のお知らせ）

にっぽん探訪（奈良県）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「捨てる前に再利用してみよう」の巻
新製品紹介
パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「スズキとしめじの甘辛煮」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

特長

認定品一覧

1）耐震性
一体化した管路と伸びが大きい材料特性
によって軟弱地盤や地震時の地盤変位に
よく追従します。

酸性土壌、塩害地域でも優れた
耐食性を維持。酸・アルカリに
強く、電食の心配もありません。

軽量なため、人
力で狭い施工場
所での配管が可
能。また、柔軟性
を活かした直管
による曲げ配管
も可能です。

3）耐食性

2）施工性

         種　　類
直管
EFソケット
EF90°ベンド
EFチーズ
EFフランジ付チーズ（SUS）
フランジ（SUS）
レデューサ
キャップ

　  呼　び　径
75×5m、100×5ｍ
75、100
75、100
100×75、100×100
75×75、100×75
75、100
100×75
75、100

消火設備配管用

※認定品以外の品種を使用する場合は、消防法施行令
　第32条による申請が必要です。

水道用耐震管としておなじみのクボタシーアイ
水道配水用ポリエチレンパイプが
消火設備用途で登録認定を取得。
これまで以上にご採用いただきやすくなりました。

（日本水道協会規格 JWWA144.145規格寸法準拠）（日本水道協会規格 JWWA144,145規格寸法準拠）

1

2

配管イメージ図

特集 1

PAL/Vol.1684 PAL/Vol.168 3

特集 1

PAL/Vol.1686 PAL/Vol.168 5

建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

特集 1建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

写真：成田国際空港株式会社提供

■直管（呼び径：75×5m、100×5ｍ）

■EFソケット
　（呼び径：75、100）

■EF90°ベンド（呼び径：75、100）

■EFチーズ
　（呼び径：100×75、100×100）

■フランジ（SUS）（呼び径：75、100）■レデューサ（呼び径：100×75）■キャップ
　（呼び径：75、100）

■フランジ付EFチーズ（SUS）
　（呼び径：75×75、100×75）

PAL/Vol.1682 PAL/Vol.168 1

　
梅
雨
の
時
期
か
ら
秋
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
心

配
さ
れ
る
集
中
豪
雨
。と
く
に
、都
市
部
で
は
道
路
の

舗
装
率
が
高
い
た
め
下
水
道
本
管
に
雨
水
が
大
量
に

流
れ
込
み
、半
地
下
部
分
に
設
置
さ
れ
た
ト
イ
レ
や

風
呂
場
で
下
水
や
異
臭
の
逆
流
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
東
京
都
下
水
道

局
様
、東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様
と
共
同

研
究
を
行
い
、塩
ビ
製
ま
す（
S
T
1
5
0
ー
2
0
0
）

に
対
応
し
た
逆
流
防
止
弁「
カ
ン
タ
ン
君
」を
開
発
し
ま

し
た
。す
で
に
品
揃
え
し
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
す

用
と
合
わ
せ
て
浸
水
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

東京都下水道局様・東京都下水道サービス株式会社様 共同研究品

塩ビ製ます用逆流防止弁カンタン君塩ビ製ます用逆流防止弁カンタン君

φ350 　φ500

下
水
の
逆
流
を
塩
ビ
製
ま
す
で
ス
ト
ッ
プ

設
置
、維
持
管
理
も
カ
ン
タ
ン

Ｓ
Ｔ
1
5
0
ー
2
0
0
対
応

コンクリートます用逆止弁＜カンタン君＞

第2旅客ターミナル

L側受水槽 R側受水槽

中水槽 井戸

厨房除害施設

井戸
中水槽
中央冷暖房施設

中水槽

北ウィング受水槽 南ウィング受水槽

第5サテライト受水槽
第1旅客ターミナル

中央棟受水槽

上水用配管
延長距離：2.3km
中水用配管
延長距離：2.1km



EFチーズとEFフランジが接合された。
接合日や融着終了時間などが記載されている。

水抜き部

屋外消火設備配管例

引張試験
曲げ水圧試験

段差沈下試験

EF接合のしくみ

東京都江戸川区の地下防火水槽（PAL133号）
地震に備えた防火水槽は40トンもの水を貯める。

和歌山県下津町三郷八幡神社（PAL136号）
丘陵地にある神社の重機を使うことができない現場で採用された。

国立京都国際会館（PAL131号）

非
常
用
上
水
確
保
に
井
戸
水
の
利
用

　

一
日
約
8
万
8
千
人
以
上（
2
0
0
9
年
）の

乗
客
が
利
用
す
る
日
本
の
空
の
玄
関
口
、成
田

国
際
空
港
。1
9
7
8
年
の
開
港
以
来
、空
港
施

設
お
よ
び
滑
走
路
は
増
設
さ
れ
、1
9
9
2
年

に
第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、

2
0
0
9
年
に
は
Ｂ
滑
走
路
が
2
5
0
0
m
に

延
長
さ
れ
た
。

　

世
界
中
の
旅
行
客
が
利
用
す
る
空
港
だ
け
に

イ
ン
フ
ラ
の
規
模
も
半
端
で
は
な
い
。例
え
ば
、

水
に
関
し
て
は
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
、貨
物
施
設
、

各
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
で
年
間
1
7
8
万
m3
の

上
水
、46
万
万
m3
の
中
水（
2
0
0
9
年
）が
使

用
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
地
震
な
ど
の
災

害
に
備
え
て
充
分
な
飲
料
水
の
確
保
が
要
求
さ

れ
る
。そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
の
が
、非
常
用
井
戸

の
設
置
。第
1
、第
2
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
近
傍

に
井
戸
を
掘
り
、既
存
の
共
同
溝
に
送
水
管
を

敷
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

雨
水
を
利
用
し
た
中
水
の
有
効
利
用

　

さ
ら
に
こ
の
非
常
用
上
水
送
水
管
と
共
に
敷

設
が
計
画
さ
れ
た
の
が
、雨
水
を
利
用
し
た
中

水
の
送
水
管
。空
港
は
舗
装
面
が
多
い
た
め
、調

整
池
で
水
量
を
調
整
し
て
か
ら
排
水
し
て
い
る
。

成
田
国
際
空
港
で
は
、こ
の
調
整
池（
滞
水
池
）

に
溜
ま
っ
た
水
を
活
用
し
、雨
水
処
理
を
し
た

中
水
を
中
央
冷
暖
房
所
の
冷
却
水
に
使
用
し
て

き
た
。し
か
し
、こ
の
用
途
は
夏
場
は
需
要
が
多

い
が
冬
や
春
に
は
需
要
が
減
っ
て
し
ま
う
。一

方
、旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
ト
イ
レ
の
洗
浄

水
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
厨
房

排
水
を
処
理
し
て
使
用
し
て
き
た
。し
か
し
、こ

の
中
水
の
量
が
足
ら
な
い
た
め
一
部
上
水
を
加

え
て
い
た
。中
水
需
要
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解

消
す
る
た
め
、雨
水
処
理
施
設
の
能
力
を
最
大

限
に
活
用
し
て
製
造
し
た
中
水
を
各
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
送
る
た
め
の
配
管
が
合
わ
せ
て

検
討
さ
れ
た
。

軽
量
と
施
工
性
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た

水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

共
同
溝
は
、地
下
3
〜
4
ｍ
に
設
置
さ
れ
、空

港
施
設
を
横
断
し
て
い
る
。内
部
に
は
中
央
冷

暖
房
用
の
冷
水
パ
イ
プ（
最
大
口
径
1
3
0
0
）

と
高
温
水
パ
イ
プ（
最
大
口
径
4
0
0
）な
ど
巨

大
な
パ
イ
プ
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。上
水
・
中
水

用
の
管
種
を
選
択
す
る
際
、課
題
と
な
っ
た
の

が
限
ら
れ
た
搬
入
口
か
ら
資
材
を
人
力
で
運
搬

し
、既
設
管
を
避
け
な
が
ら
狭
所
で
敷
設
で
き

成田国際空港株式会社
施設保全部　機械グループ
田代 敏雄さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
永島 靖規さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
並木 新一さん

成田国際空港株式会社
工事部　機械工事グループ
朝山 正俊さん

建築設備用配管に多くの樹脂管が採用される中、集合住宅やビルのピット内や立て管には、防火
区画貫通に関する法律や過去の実績などから金属管が多く使われてきた。しかし、近年これら金
属管に代わる管材として水道配水用ポリエチレンパイプが注目を集めている。その優れた施工
性、耐震性、耐久性は水道本管用途で高い評価を受け、建築設備用途でもさまざまなシーンで使
用されている。今回、成田国際空港での上水・中水の送水管としての採用事例と消防設備配管用
として消防庁告示第19号に基づく登録認定の取得についてご紹介する。

る
こ
と
。そ
の
た
め
軽
量
な
材
質
を
活
か
し
て

搬
入
や
運
搬
が
容
易
で
あ
り
、狭
所
で
の
施
工

が
す
ぐ
れ
た
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ
が
選
ば
れ
た
。

　

実
際
の
工
事
で
は
、共
同
溝
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
搬
入
の
他
、電
気
融
着
に
よ
る
管
や
継
手
の

接
合
も
問
題
な
く
終
了
し
た
。水
道
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
接
合
は
、あ
ら
か
じ
め

接
合
部
の
表
面
を
切
削
し
た
パ
イ
プ
を
継
手
に

差
し
込
み
、接
合
条
件
を
入
力
す
る
た
め
の
バ

ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
ま
せ
て
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
。接
合
の
正
否
は
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ

が
出
る
こ
と
で
判
定
で
き
る
た
め
、作

業
者
に
と
っ
て
判
り
や
す
い
。各
接
合

箇
所
に
は
、接
合
日
・
冷
却
終
了
時
刻
・

作
業
者
が
記
さ
れ
、イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
突

出
の
確
認
マ
ー
ク
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
た
め
、後
か
ら
で
も
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。こ
れ
ら
一
連
の
接
合
手
順
は
、金

属
管
な
ど
で
行
わ
れ
る
ね
じ
切
り
に
よ
る
接
合

に
比
べ
て
非
常
に
簡
単
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

万
が
一
の
断
水
に
備
え
た
防
災
対
策
に
、雨

水
を
利
用
し
た
環
境
対
応
。こ
れ
ら
は
現
在
、日

本
全
体
が
抱
え
る
課
題
で
あ
り
、空
港
と
い
う

公
共
施
設
も
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。水

道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
存
在
は
共

同
溝
の
中
で
は
細
く
、小
さ
い
存
在
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、そ
の
役
割
は
大
口
径
の
他
管

種
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
大
き
い
。

φ1200冷水用パイプ（白色）と壁の
わずかなスペースに敷設

建
築
設
備
分
野
で
金
属
管
に
変
わ
る
管
材
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

建
築
設
備
分
野
で
金
属
管
に
変
わ
る
管
材
と
し
て

期
待
さ
れ
る
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

日
本
の
空
の
玄
関
口
、成
田
国
際
空
港
で
非
常
用
上
水
送
水
管
に
使
用

このような
スペースの無いところの

配管が続く

①中水用（呼び径150）、②上水用（呼び径100）が敷設

消
火
設
備
用
配
管
材
に

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
・
継
手
が
新
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
庁
告
示
第
19
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得

消
火
設
備
用
と
し
て
実
績
の
多
い
水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ

　

平
成
8
年
の
発
売
以
来
、耐
震
用
水
道
管
材

と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
ク
ボ
タ
シ
ー
ア

イ
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
。そ
の
活

躍
の
場
は
、水
道
用
途
に
ど
と
ま
ら
な
い
。平
成
13

年
に
消
防
庁
告
示
第
19
号
が
施
行
さ
れ
、合
成
樹

脂
製
の
管
及
び
管
継
手
の
消
火
設
備
用
配
管
と

し
て
の
基
準
が
定
ま
っ
て
以
降
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

を
は
じ
め
と
す
る
合
成
樹
脂
管
の
採
用
が
拡
大
し

て
い
る
。

　

本
誌
に
お
い
て
も
消
火
設
備
用
配
管
材
と
し
て

の
採
用
事
例
を
多
数
紹
介
し
て
き
た
。1
3
1
号

で
は
、国
立
京
都
国
際
会
館
で
屋
外
の
消
火
用
配

管
。1
3
3
号
で
は
、東
京
都
江
戸
川
区
の
地
下

防
火
水
槽
の
採
水
用
配
管
。こ
れ
ら
採
用
事
例
で

は
、水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
耐
震
性

や
耐
久
性
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。ま
た

1
3
6
号
で
は
、和
歌
山
県
下
津
町
の
三
郷
八
幡

神
社
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
本
殿
を
火
災
か
ら

守
る
消
火
柱
へ
の
送
水
管
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

リ
ポ
ー
ト
。こ
こ
で
は
耐
食
性
や
山
間
部
で
の
施
工

性
が
評
価
さ
れ
た
。

消
火
設
備
用
配
管
材
と
し
て
さ
ら
に

採
用
し
や
す
く

　

す
で
に
か
な
り
の
採
用
実
績
の
あ
る
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
パ
イ
プ
で
あ
る
が
、消
火
設
備
配
管
と
し
て
使

用
す
る
場
合
、消
防
法
施
行
令
第
32
条
特
例
申

請
に
よ
り
、個
別
物
件
ご
と
に
所
轄
の
消
防
庁
ま

た
は
消
防
署
長
に
申
請
す
る
な
ど
手
続
き
を
必

要
と
し
て
き
た
。こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
簡
略
し
、

消
火
設
備
用
配
管
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
、財

団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
消

防
庁
告
示
第
19
号
に
基
づ
く
登
録
認
定
を
取
得
。

「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・

継
手
」と
し
て
採
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
・
継
手

の
特
長

　

消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ・
継
手
は
、水
道

配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
の
特
長
を
踏
襲
し

て
い
る
。

（1）
第
三
世
代
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン…

材
料
と
な

る
高
性
能
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂

（
H
P
P
E
/
P
E
1
0
0
）は
、材
料
特
性

が
高
く
評
価
さ
れ
、配
管
材
料
と
し
て
急
速
に

普
及
が
進
ん
で
い
る
。

（2）
寸
法…

寸
法
は
将
来
的
な
規
格
の
国
際
整
合

性
を
考
え
、I
S
O
規
格
に
準
拠
。呼
び
径
に

近
い
内
径
を
確
保
し
、優
れ
た
流
量
特
性
を
確

保
し
て
い
る
。ま
た
、日
本
水
道
協
会
規
格
と

同
様
の
寸
法
体
系
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、緊

急
の
応
急
補
修
時
等
に
水
道
用
専
用
部
材
の

流
用
も
可
能
で
あ
る
。

（3）
E
F（
エ
レ
ク
ト
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）接
合…

継
手

の
電
熱
線
を
発

熱
さ
せ
、継
手

と
管
の
樹
脂
を

加
熱
溶
融
す
る

接
合
方
法
。管

と
継
手
が
組
織

的
に
一
体
化
す

る
た
め
信
頼
性

が
高
い
。

（4）
耐
震
性…

E
F
接
合
に
よ
り
一
体
化
し
た
管
路

と
伸
び
が
大
き
い
材
料
特
性
に
よ
っ
て
軟
弱
地

盤
や
地
震
時
の
地
盤
変
位
に
よ
く
追
従
す
る
。

特
に
、耐
震
性
の
優
劣
に
関
す
る
接
合
部
に
つ

い
て
は
、曲
げ
水
圧
試
験
や
引
張
試
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
試
験
を
実
施
し
、信
頼
性
を
確
認
し

て
い
る
。ま
た
、地
盤
変
動
を
想
定
し
た
段
差
沈

下
試
験
や
地
割
れ
試
験
も
行
っ
て
い
る
。

（5）
耐
食
性…

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
は
酸
性
土
壌
、

腐
食
土
壌
、塩
害
地
域
で
も
優
れ
た
耐
食
性
を

維
持
。ま
た
、酸
・ア
ル
カ
リ
に
強
く
、有
機
溶
剤

を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
薬
品
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
な

い
。さ
ら
に
軌
道
下
や
そ
の
付
近
の
配
管
で
も

電
食
の
心
配
が
な
い
。

（6）
施
工
性…

管
材
が
軽
量
な
た
め
、人
力
で
山
間

部
の
急
傾
斜
地
や
狭
い
道
路
な
ど
の
施
工
が
行

え
る
。ま
た
、柔
軟
性
を
活
か
し
た
直
管
に
よ
る

曲
げ
配
管
が
可
能
で
あ
る
。

登
録
認
定
の
内
容

　
「
ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
消
火
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ

プ・
継
手
」の
認
定
の
明
細
は
左
記
の
通
り
。

呼
び
径
は
φ
75
と
φ

1
0
0
、最
高
使
用
圧

力
は
1.
2
5
M
P
a
と

し
、消
火
設
備
配
管
の

適
用
範
囲
と
し
て
は
、

消
火
剤
が
水
の
場
合
に

限
り
、屋
外
消
火
栓
設

備
・
屋
内
消
火
設
備
で

使
用
可
能
で
あ
る
。た

だ
し
、防
火
区
画
の
貫

通
箇
所
に
つ
い
て
は
、所

轄
の
消
防
署
の
判
断
が

必
要
と
な
る
。

　　　項　目

認定番号

登録記号

呼び径

最大支持間隔

用いることができる消火剤

特殊試験項目

適用消火設備

         明　細

PL-027号

KCPE-FD01

φ75、φ100

φ75：1m φ100：2m

水のみ

長期静水圧試験合格

・屋外消火設備
・屋内消火設備

P

GL

ポンプ

地上式消火栓 消火栓格納箱

地下式消火栓

水源

消火用ポリエチレンパイプ・継手認定品の品揃え

認定書

2

6
7
11

13
15

17
19

20
21
22

C o n t e n t s 168 2010 春・夏号

（財）日本消防設備安全センターによる
消防庁告示第19号に基づく登録認定取得

認定証

消火用ポリエチレンパイプ・継手消火用ポリエチレンパイプ・継手

特集1　建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される水道配水用
　　　　ポリエチレンパイプ
新製品案内　塩ビ製ます用逆流防止弁「カンタン君」
特集2　地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農
施工現場レポート（静岡県・戸建て住宅排水管工事／KC貫通パック、
非常用飲料水タンク設置工事／貯めてるゾー）
新たなフィールドに挑戦　カキの養殖筏専用ポール
KCニュース（ホームページリニューアル）
KCニュース（下水道展‘10名古屋出展のお知らせ）

にっぽん探訪（奈良県）
ミズエおばあちゃんの知恵袋「捨てる前に再利用してみよう」の巻
新製品紹介
パルちゃんのレッツ・トライ・クッキング「スズキとしめじの甘辛煮」
お便りコーナー／イラストありがとう
読者プレゼント付きクイズ／編集後記

特長

認定品一覧

1）耐震性
一体化した管路と伸びが大きい材料特性
によって軟弱地盤や地震時の地盤変位に
よく追従します。

酸性土壌、塩害地域でも優れた
耐食性を維持。酸・アルカリに
強く、電食の心配もありません。

軽量なため、人
力で狭い施工場
所での配管が可
能。また、柔軟性
を活かした直管
による曲げ配管
も可能です。

3）耐食性

2）施工性

         種　　類
直管
EFソケット
EF90°ベンド
EFチーズ
EFフランジ付チーズ（SUS）
フランジ（SUS）
レデューサ
キャップ

　  呼　び　径
75×5m、100×5ｍ
75、100
75、100
100×75、100×100
75×75、100×75
75、100
100×75
75、100

消火設備配管用

※認定品以外の品種を使用する場合は、消防法施行令
　第32条による申請が必要です。

水道用耐震管としておなじみのクボタシーアイ
水道配水用ポリエチレンパイプが
消火設備用途で登録認定を取得。
これまで以上にご採用いただきやすくなりました。

（日本水道協会規格 JWWA144.145規格寸法準拠）（日本水道協会規格 JWWA144,145規格寸法準拠）

1

2

配管イメージ図

特集 1

PAL/Vol.1684 PAL/Vol.168 3

特集 1

PAL/Vol.1686 PAL/Vol.168 5

建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

特集 1建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

建築設備分野で金属管に変わる管材として期待される
水道配水用ポリエチレンパイプ

写真：成田国際空港株式会社提供

■直管（呼び径：75×5m、100×5ｍ）

■EFソケット
　（呼び径：75、100）

■EF90°ベンド（呼び径：75、100）

■EFチーズ
　（呼び径：100×75、100×100）

■フランジ（SUS）（呼び径：75、100）■レデューサ（呼び径：100×75）■キャップ
　（呼び径：75、100）

■フランジ付EFチーズ（SUS）
　（呼び径：75×75、100×75）

PAL/Vol.1682 PAL/Vol.168 1

　
梅
雨
の
時
期
か
ら
秋
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
て
心

配
さ
れ
る
集
中
豪
雨
。と
く
に
、都
市
部
で
は
道
路
の

舗
装
率
が
高
い
た
め
下
水
道
本
管
に
雨
水
が
大
量
に

流
れ
込
み
、半
地
下
部
分
に
設
置
さ
れ
た
ト
イ
レ
や

風
呂
場
で
下
水
や
異
臭
の
逆
流
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
は
東
京
都
下
水
道

局
様
、東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様
と
共
同

研
究
を
行
い
、塩
ビ
製
ま
す（
S
T
1
5
0
ー
2
0
0
）

に
対
応
し
た
逆
流
防
止
弁「
カ
ン
タ
ン
君
」を
開
発
し
ま

し
た
。す
で
に
品
揃
え
し
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
す

用
と
合
わ
せ
て
浸
水
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

東京都下水道局様・東京都下水道サービス株式会社様 共同研究品

塩ビ製ます用逆流防止弁カンタン君塩ビ製ます用逆流防止弁カンタン君

φ350 　φ500

下
水
の
逆
流
を
塩
ビ
製
ま
す
で
ス
ト
ッ
プ

設
置
、維
持
管
理
も
カ
ン
タ
ン

Ｓ
Ｔ
1
5
0
ー
2
0
0
対
応

コンクリートます用逆止弁＜カンタン君＞

第2旅客ターミナル

L側受水槽 R側受水槽

中水槽 井戸

厨房除害施設

井戸
中水槽
中央冷暖房施設

中水槽

北ウィング受水槽 南ウィング受水槽

第5サテライト受水槽
第1旅客ターミナル

中央棟受水槽

上水用配管
延長距離：2.3km
中水用配管
延長距離：2.1km



→ 余剰水 →

Gフロート（閉） 水位制御器

▼ 設定水位

水
田
汎
用
化
対
策
に
フ
ォ
ア
ス
を
採

用
し
た 

水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
山
口

　

食
料
自
給
率
の
向
上
と
農
村
の
振
興
・
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、農
地
・
農
業
水
利
施
設
の
基

盤
整
備
や
水
田
を
フ
ル
に
活
用
す
る
た
め
の
関

連
対
策
の
一
体
的
推
進
を
行
っ
て
い
る
水
土
里

ネ
ッ
ト
山
口（
山
口
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
）。耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
や
水
田
汎
用
化
対
策
の
推
進
な
ど
を
重

点
項
目
に
掲
げ
、数
々
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、平
成
17

年
に
山
口
県
山
口
市
秋
穂
二
島
で
区
画
整
理
の

計
画
が
あ
り
、地
下
か
ん
が
い
方
式
を
検
討
し

て
い
た
。注
目
し
た
の
が
、当
時
は
ま
だ
実
績
が

無
い
も
の
の
、動
力
を
使
わ
ず
シ
ン
プ
ル
な
シ

ス
テ
ム
で
地
下
水
位
が
制
御
で
き
る
フ
ォ
ア
ス
。

す
ぐ
さ
ま
宮
城
県
で
フ
ォ
ア
ス
を
採
用
し
て
い

る
ほ
場
を
視
察
し
、確
か
な
感
触
を
つ
か
ん
だ
。

理
論
的
に
お
か
し
な
と
こ
ろ
は
無
い
し
、ま
た
、

フ
ォ
ア
ス
な
ら
ば
新
規
の
ほ
場
整
備
で
も
、再

整
備
で
も
両
方
対
応
で
き
る
。す
ぐ
に
山
口
県

の
農
村
整
備
課
に
話
を
持
ち
帰
っ
た
。「
も
し
か

し
た
ら
、フ
ォ
ア
ス
で
山
口
の
農
業
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」。水
土
里
ネ
ッ

ト
山
口
の
熱
い
思
い
と
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

お
か
げ
で
、試
験
ほ
場
を
２
箇
所
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

試
験
ほ
場
が
始
ま
っ
て
最
初
か
ら
順
調
に
進

ま
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、県
農

業
試
験
場
に
デ
ー
タ
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、初
年
度
か
ら
良
い
結
果
が
出
た
。省
力
化
や

高
温
障
害
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
結
果

も
出
た
。こ
れ
ま
で
、実
績
や
前
例
の
無
い
フ
ォ

ア
ス
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、初
年
度
か
ら

い
い
結
果
に
な
り
、実
績
作
り
と
普
及
を
同
時

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、試
験
ほ
場
も
含
め
て
、2
〜
3
ha

規
模
の
ほ
場
を
中
心
に
延
べ
30 

ha
以
上
の
敷

設
を
行
っ
て
き
た
。県
の
北
部
、南
部
、中
山
間

地
な
ど
い
ろ
ん
な
場
所
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の

で
近
々
、新
し
い
結
果
が
出
て
く
る
。一
方
、こ

れ
ま
で
の
実
績
を
見
て
大
規
模
で
の
工
事
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

畑
作
に
優
れ
た
排
水
機
能
を
発
揮
す

る
フ
ォ
ア
ス

　

成
功
の
要
因
と
な
っ
た
の
が
、畑
作
に
お
け

る
優
れ
た
排
水
機
能
。地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ

ム
と
い
わ
れ
な
が
ら
、排
水
機
能
が
最
初
に
注

目
さ
れ
た
。農
業
法
人
と
し
て
行
う
場
合
、作
付

け
か
ら
農
作
業
を
計
画
通
り
行
う
こ
と
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。雨
が
降
っ
た
後
、排
水
が
悪
い

と
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
機
械
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。例
え
ば
、大
豆
を
植
え
る
の
は
梅
雨
時

期
で
、雨
で
植
え
ら
れ
な
い
と
播
種
か
ら
遅
れ

る
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、フ
ォ
ア
ス
の
ほ
場
で

水土里ネット山口
農村振興部　情報企画課
小見山 保久さま

水土里ネット山口
事務局
末成 農実さま

特定非営利活動法人
農村アメニティ研究会
寺山 暢夫さま

〜
山
口
県
で
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る「
フ
ォ
ア
ス
」の
実
例
〜

前
号
で
は
、現
在
日
本
が
抱
え
る
食
料
問
題
と
農
業
を
と
り
ま
く
諸
問
題
、そ
し
て
そ
れ
ら
の
解
決

策
の
一つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
自
然
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
フ
ォ

ア
ス
」の
基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
。フ
ォ
ア
ス
は
集
団
営
農
を
支
え
る
技
術
と
し
て

注
目
が
高
く
、全
国
各
地
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。今
回
は
平
成
17
年
以
来
、フ
ォ
ア
ス
の
導
入
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
山
口
県
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。ま
た
、同
県
で
フ
ォ
ア
ス
を
採
用

し
、水
稲
を
ベ
ー
ス
に
地
元
特
産
の
野
菜
作
り
に
取
り
組
む
農
業
法
人
も
取
材
し
た
。

フォアスの特長
・水管理が容易
・田畑輪換が容易
・長期使用も可能
・大幅な節水が可能

あ
れ
ば
２
日
ぐ
ら
い
雨
が
続
い
て
も
、雨
さ
え

止
め
ば
翌
日
に
は
機
械
が
入
れ
る
。試
験
ほ
場

で
と
て
も
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、雨
の
翌

日
に
は
さ
っ
と
水
が
引
き
、作
付
け
で
き
た
。実

際
の
農
家
で
も
、昨
年
、田
布
施
町
小
行
司
で
、

フ
ォ
ア
ス
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、フ
ォ
ア
ス
の

畑
だ
け
大
豆
の
収
穫
が
で
き
、そ
の
他
の
と
こ

ろ
は
作
付
け
時
期
が
遅
れ
た
た
め
収
穫
が
で
き

な
か
っ
た
。そ
う
い
う
結
果
が
広
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
、フ
ォ
ア
ス
の
評
価
が
高
ま
っ
た
。

　

現
在
、試
験
レ
ベ
ル
で
あ
る
も
の
の
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、大
豆
な
ど
の
不
耕
起
播
種
。こ

れ
に
よ
っ
て
播
種
作
業
の
際
、耕
起
と
砕
土
を

省
略
で
き
る
た
め
、梅
雨
時
期
の
播
種
作
業
を

効
率
的
に
行
え
る
他
、株
際
の
土
が
固
い
た
め

風
雨
に
よ
る
倒
伏
が
少
な
く
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。こ
の
不
耕
起
播
種
が
可
能
に
な
る
の

は
フ
ォ
ア
ス
に

よ
っ
て
排
水
不

良
に
よ
る
発
芽

障
害
を
防
げ
る

た
め
で
あ
る
。

　

秋
穂
二
島
で

は
、水
稲
と
大
豆

や
水
稲
に
小
麦

と
い
っ
た
よ
う

な
輪
作
で
は
な

く
、野
菜
ば
か
り

を
作
る
農
家
も

出
て
き
て
い
る
。

課
題
と
な
る
連
作
障
害
に
フ
ォ
ア
ス
の
活
用

を
検
討
す
る
な
ど
フ
ォ
ア
ス
を
採
用
す
る
こ

と
で
、い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。

水
稲
に
お
け
る
フ
ォ
ア
ス
に
よ
る
水

管
理
の
省
力
化

　

集
団
営
農
や
法
人
化
さ
れ
る
農
家
に
は
フ
ォ

ア
ス
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。と
く
に
大

豆
や
小
麦
、野
菜
な
ど
の
畑
作
で
の
排
水
性
能

は
、大
き
な
魅
力
で
あ
る
。し
か
し
、山
口
県
下

の
山
間
部
に
は
ま
だ
ま
だ
水
稲
を
中
心
に
し
た

農
業
が
多
く
、水
田
の
汎
用
化
と
言
っ
て
も
反

応
が
薄
い
。そ
こ
で
、水
稲
で
の
水
管
理
の
省
力

化
を
長
所
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

　

水
稲
で
大
変
な
の
が
、水
田
の
水
管
理
。代
か

き
前
後
の
水
入
れ
に
は
時
間
が
か
か
る
。田
植

え
の
前
に
は
一
旦
貯
め
た
水
を
、ひ
た
ひ
た
の

と
こ
ろ
ま
で
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま

た
、稲
の
生
育
中
に
は
中
干
し
期
間
が
必
要
で
、

そ
の
後
、間
断
か
ん
水
を
行
う
な
ど
、水
管
理
は

大
変
な
作
業
。フ
ォ
ア
ス
だ
と
前
の
日
に
水
位

だ
け
セ
ッ
ト
し
て
お
け
ば
翌
日
、水
位
を
確
認

す
る
だ
け
で
、作
業
を
す
る
と
き
は
朝
か
ら
可

能
だ
。

　

さ
ら
に
、水
稲
栽
培
で
も
フ
ォ
ア
ス
の
排
水

性
能
が
威
力
を
発
揮
す
る
。秋
の
収
穫
の
時
期

に
雨
が
多
い
と
き
、雨
の
翌
日
に
田
圃
の
表
面

に
水
が
残
り
コ
ン
バ
イ
ン
が
入
れ
ず
、刈
り
取

り
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。フ
ォ
ア
ス
の
ほ

場
で
あ
れ
ば
、排
水
能
力
が
高
い
た
め
に
雨
が

止
み
、穂
が
乾
け
ば
雨
降
り
の
翌
日
で
も
刈
り

取
り
が
行
え
、収
穫
適
期
を
逃
す
可
能
性
が
少

な
い
。

　

ま
た
、こ
の
収
穫
時
期
に
は
上
か
ら
水
を
や

ら
ず
に
地
下
か
ら
水
分
を
補
給
で
き
る
の
で
、

表
面
が
乾
い
た
状
態
で
あ
れ
ば
、ほ
場
を
荒
ら

竹
の
繁
茂
対
策
に
竹
炭
チ
ッ
プ
を
疎

水
材
に
採
用

　

山
口
県
下
で
は
竹
林
の
放
置
が
見
ら
れ
、隣

接
す
る
人
工
林
造
林
地
や
広
葉
樹
林
へ
の
竹
の

侵
入
が
問
題
化
し
、竹
の
伐
採
な
ど
の
繁
茂
対

策
に
加
え
て
、そ
の
有
効
利
用
が
検
討
、実
施
さ

れ
て
い
る
。こ
の
竹
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、フ

ォ
ア
ス
の
パ
イ
プ
埋
設
時（
ベ
ス
ト
ド
レ
ー
ン

工
法
）に
同
時
に
埋
設
さ
れ
る
疎
水
材
と
し
て

竹
炭
を
使
う
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
。こ
の
疎
水

材
に
通
常
、も
み
殻
が
使
用
さ
れ
る
が
一
点
だ

け
難
が
あ
る
。そ
れ
は
、も
み
殻
が
脱
穀
の
際
の

副
産
物
で
あ
る
た
め
コ
ス
ト
が
安
い
も
の
の
、

必
要
な
と
き
に
大
量
に
、計
画
生
産
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ

研
究
会
は
、伐
採
さ
れ
た
竹
の
有
効
活
用
と
し

て
、竹
炭
へ
加
工
し
、フ
ォ
ア
ス
の
疎
水
材
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

施工前 ガイド作業機
「フォアスカッター」
で法線上の障害物
を移動

ベスト・ドレーン
作業機でパイプと
疎水材を施工

2 31
パイプ

疎水材

す
こ
と
も
な
く
、コ
ン
バ
イ
ン
も
傷
ま
な
い
。こ

の
よ
う
に
水
稲
だ
け
で
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、省
力
化
を
図
る
こ
と
で
、今
ま
で
水
田
の

汎
用
化
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
農
家

で
も
畑
作
に
頭
を
切
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

フォアスシステム
イメージ図

試験ほ場（長門市日置）での大豆畑

大豆栽培時の排水性能

大雨でほ場が水没

大雨の翌日、ほ場にほとんど水は無し

水が過多時の排水イメージ図

全開放型低圧バルブ（Gバルブ）を開放して給水

試験ほ場（長門市日置）での水田

ベストドレーン作業機での疎水材とパイプの埋設

疎水材（竹炭チップ）の埋設状況

ベストドレーン工法
（幹線・支線パイプと疎水材の施工方法）

ネギの栽培に関しては経験不足もあり、あまり良
い物ができなかったが、フォアスの導入後は特に
何をしたわけでもなく、相当大きなタマネギがで
きるようになった。その成果は、タマネギの有名
な産地である兵庫県淡路島から見学に訪れる程
であった。
　フォアスのメリットに関してはやはり、排水性
の良さと水管理のしやすさをあげる。「収穫の時
期に雨が降っても、翌日には機械が入って作業が
できる。最近は結構天気予報が当たるので、栽培
計画が立てやすい」。フォアス導入後、4年が経過
して、米や麦の水管理には自信が持てるまでに
なった。野菜に関しても随分ノウハウの蓄積がで
きた。６haの農地に20セットのフォアスが入っ
ているが、水の確認は朝一回で終わり。山本さん
一人が調整あるいは確認するだけで、他の人は別
の作業に集中できるため、感覚的ではあるが水管
理の作業は半減した。
　非農家の若者を採用することで現在の農地を
守る担い手を作る。山本さんの考えには、この国
が抱える農業問題の解決が明確に含まれている。
「農業は決して甘いものではありません。しかし、
フォアスのようなシステムで環境が整えば、必ず
農業生産法人としてやっていける」と言い切る。
生産環境とともに大切なのは生産者のモチベー
ションであると感じた。

　山口県下でフォアスを早々に整備した特定農
業法人「アグリ楠」は、宇部市の北部、山間の町、西
万倉地区にある。水稲用の15haの土地の他、17
～18人の地権者から農業目的に使用するという
約束で6ha借用し、そこにフォアスを整備し、ア
グリ楠を立ち上げたのが平成17年4月。現在、水
稲を中心に麦、タマネギ、アスパラ、そして「は
なっこりー」や「万倉茄子」などの地元特産の野菜
を山本さんの他4人の農業大学を出た若者で切り
盛りしている。
　山本さんは「農地のフル活用が経営の基本方針。
とくに冬の時期にも休まず栽培、収穫していける
ことが農業法人としての条件である」と語る。そ
の冬場の収穫に貢献しているのが、「はなっこ
りー」という中国野菜のサイシンとブロッコリー
をかけ合わせて作られた山口県生まれの野菜。葉
や茎、花までも食べられる野菜として人気が高く、
冬場から春にかけて出荷する。また、農地の一部
をハウス栽培でアスパラも栽培している。アスパ
ラは温度管理さえすれば、手間がかからず、一年
中収穫できる。朝一にとりあえず2時間ほど収穫
して、確実に売り上げを作って次の作業に入って
いく。「いわば朝のウォーミングアップのような
作業で、大きな金額ではないけど、毎日確実に売
り上げをあげる大切な収入源」と笑顔で語る。
　麦や野菜を育てるポイントは、フォアスの水位
設定をとりあえず一番低くすること。以前はタマ

フ
ォ
ア
ス
で
農
地
を
フ
ル
活
用
し
、地
元
特
産
の
野
菜
を
守
る

特定農業法人　有限会社アグリ楠
山本繁俊さん 麦畑のフォアス桝 フォアス枡の反対側にある

水位制御器

タマネギ畑アスパラ用のビニールハウス
山口県産野菜「はなっこりー」

フ
ォ
ア
ス
で
農
地
を
フ
ル
活
用
し
、地
元
特
産
の
野
菜
を
守
る

特集 2

PAL/Vol.16810 PAL/Vol.168 9

地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農

特集 2地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農

水不足時の給水イメージ図
用水→ Gフロート（開） 水位制御器

設定水位
▼ 

※FOEAS地下水位制御システムは独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
　農村工業研究所と株式会社バディ研究所で開発した特許工法です。

PAL/Vol.1688 PAL/Vol.168 7

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
フ
ォ
ア
ス
」を
採
用
し
た
地
域
営
農

※



→ 余剰水 →

Gフロート（閉） 水位制御器

▼ 設定水位

水
田
汎
用
化
対
策
に
フ
ォ
ア
ス
を
採

用
し
た 

水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
山
口

　

食
料
自
給
率
の
向
上
と
農
村
の
振
興
・
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、農
地
・
農
業
水
利
施
設
の
基

盤
整
備
や
水
田
を
フ
ル
に
活
用
す
る
た
め
の
関

連
対
策
の
一
体
的
推
進
を
行
っ
て
い
る
水
土
里

ネ
ッ
ト
山
口（
山
口
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
）。耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
や
水
田
汎
用
化
対
策
の
推
進
な
ど
を
重

点
項
目
に
掲
げ
、数
々
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、平
成
17

年
に
山
口
県
山
口
市
秋
穂
二
島
で
区
画
整
理
の

計
画
が
あ
り
、地
下
か
ん
が
い
方
式
を
検
討
し

て
い
た
。注
目
し
た
の
が
、当
時
は
ま
だ
実
績
が

無
い
も
の
の
、動
力
を
使
わ
ず
シ
ン
プ
ル
な
シ

ス
テ
ム
で
地
下
水
位
が
制
御
で
き
る
フ
ォ
ア
ス
。

す
ぐ
さ
ま
宮
城
県
で
フ
ォ
ア
ス
を
採
用
し
て
い

る
ほ
場
を
視
察
し
、確
か
な
感
触
を
つ
か
ん
だ
。

理
論
的
に
お
か
し
な
と
こ
ろ
は
無
い
し
、ま
た
、

フ
ォ
ア
ス
な
ら
ば
新
規
の
ほ
場
整
備
で
も
、再

整
備
で
も
両
方
対
応
で
き
る
。す
ぐ
に
山
口
県

の
農
村
整
備
課
に
話
を
持
ち
帰
っ
た
。「
も
し
か

し
た
ら
、フ
ォ
ア
ス
で
山
口
の
農
業
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」。水
土
里
ネ
ッ

ト
山
口
の
熱
い
思
い
と
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

お
か
げ
で
、試
験
ほ
場
を
２
箇
所
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

試
験
ほ
場
が
始
ま
っ
て
最
初
か
ら
順
調
に
進

ま
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、県
農

業
試
験
場
に
デ
ー
タ
を
取
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、初
年
度
か
ら
良
い
結
果
が
出
た
。省
力
化
や

高
温
障
害
な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
結
果

も
出
た
。こ
れ
ま
で
、実
績
や
前
例
の
無
い
フ
ォ

ア
ス
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、初
年
度
か
ら

い
い
結
果
に
な
り
、実
績
作
り
と
普
及
を
同
時

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、試
験
ほ
場
も
含
め
て
、2
〜
3
ha

規
模
の
ほ
場
を
中
心
に
延
べ
30 

ha
以
上
の
敷

設
を
行
っ
て
き
た
。県
の
北
部
、南
部
、中
山
間

地
な
ど
い
ろ
ん
な
場
所
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の

で
近
々
、新
し
い
結
果
が
出
て
く
る
。一
方
、こ

れ
ま
で
の
実
績
を
見
て
大
規
模
で
の
工
事
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

畑
作
に
優
れ
た
排
水
機
能
を
発
揮
す

る
フ
ォ
ア
ス

　

成
功
の
要
因
と
な
っ
た
の
が
、畑
作
に
お
け

る
優
れ
た
排
水
機
能
。地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ

ム
と
い
わ
れ
な
が
ら
、排
水
機
能
が
最
初
に
注

目
さ
れ
た
。農
業
法
人
と
し
て
行
う
場
合
、作
付

け
か
ら
農
作
業
を
計
画
通
り
行
う
こ
と
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。雨
が
降
っ
た
後
、排
水
が
悪
い

と
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
機
械
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。例
え
ば
、大
豆
を
植
え
る
の
は
梅
雨
時

期
で
、雨
で
植
え
ら
れ
な
い
と
播
種
か
ら
遅
れ

る
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、フ
ォ
ア
ス
の
ほ
場
で

水土里ネット山口
農村振興部　情報企画課
小見山 保久さま

水土里ネット山口
事務局
末成 農実さま

特定非営利活動法人
農村アメニティ研究会
寺山 暢夫さま

〜
山
口
県
で
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る「
フ
ォ
ア
ス
」の
実
例
〜

前
号
で
は
、現
在
日
本
が
抱
え
る
食
料
問
題
と
農
業
を
と
り
ま
く
諸
問
題
、そ
し
て
そ
れ
ら
の
解
決

策
の
一つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
自
然
圧
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
フ
ォ

ア
ス
」の
基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
。フ
ォ
ア
ス
は
集
団
営
農
を
支
え
る
技
術
と
し
て

注
目
が
高
く
、全
国
各
地
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。今
回
は
平
成
17
年
以
来
、フ
ォ
ア
ス
の
導
入
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
山
口
県
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。ま
た
、同
県
で
フ
ォ
ア
ス
を
採
用

し
、水
稲
を
ベ
ー
ス
に
地
元
特
産
の
野
菜
作
り
に
取
り
組
む
農
業
法
人
も
取
材
し
た
。

フォアスの特長
・水管理が容易
・田畑輪換が容易
・長期使用も可能
・大幅な節水が可能

あ
れ
ば
２
日
ぐ
ら
い
雨
が
続
い
て
も
、雨
さ
え

止
め
ば
翌
日
に
は
機
械
が
入
れ
る
。試
験
ほ
場

で
と
て
も
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、雨
の
翌

日
に
は
さ
っ
と
水
が
引
き
、作
付
け
で
き
た
。実

際
の
農
家
で
も
、昨
年
、田
布
施
町
小
行
司
で
、

フ
ォ
ア
ス
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、フ
ォ
ア
ス
の

畑
だ
け
大
豆
の
収
穫
が
で
き
、そ
の
他
の
と
こ

ろ
は
作
付
け
時
期
が
遅
れ
た
た
め
収
穫
が
で
き

な
か
っ
た
。そ
う
い
う
結
果
が
広
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
、フ
ォ
ア
ス
の
評
価
が
高
ま
っ
た
。

　

現
在
、試
験
レ
ベ
ル
で
あ
る
も
の
の
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、大
豆
な
ど
の
不
耕
起
播
種
。こ

れ
に
よ
っ
て
播
種
作
業
の
際
、耕
起
と
砕
土
を

省
略
で
き
る
た
め
、梅
雨
時
期
の
播
種
作
業
を

効
率
的
に
行
え
る
他
、株
際
の
土
が
固
い
た
め

風
雨
に
よ
る
倒
伏
が
少
な
く
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。こ
の
不
耕
起
播
種
が
可
能
に
な
る
の

は
フ
ォ
ア
ス
に

よ
っ
て
排
水
不

良
に
よ
る
発
芽

障
害
を
防
げ
る

た
め
で
あ
る
。

　

秋
穂
二
島
で

は
、水
稲
と
大
豆

や
水
稲
に
小
麦

と
い
っ
た
よ
う

な
輪
作
で
は
な

く
、野
菜
ば
か
り

を
作
る
農
家
も

出
て
き
て
い
る
。

課
題
と
な
る
連
作
障
害
に
フ
ォ
ア
ス
の
活
用

を
検
討
す
る
な
ど
フ
ォ
ア
ス
を
採
用
す
る
こ

と
で
、い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。

水
稲
に
お
け
る
フ
ォ
ア
ス
に
よ
る
水

管
理
の
省
力
化

　

集
団
営
農
や
法
人
化
さ
れ
る
農
家
に
は
フ
ォ

ア
ス
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。と
く
に
大

豆
や
小
麦
、野
菜
な
ど
の
畑
作
で
の
排
水
性
能

は
、大
き
な
魅
力
で
あ
る
。し
か
し
、山
口
県
下

の
山
間
部
に
は
ま
だ
ま
だ
水
稲
を
中
心
に
し
た

農
業
が
多
く
、水
田
の
汎
用
化
と
言
っ
て
も
反

応
が
薄
い
。そ
こ
で
、水
稲
で
の
水
管
理
の
省
力

化
を
長
所
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

　

水
稲
で
大
変
な
の
が
、水
田
の
水
管
理
。代
か

き
前
後
の
水
入
れ
に
は
時
間
が
か
か
る
。田
植

え
の
前
に
は
一
旦
貯
め
た
水
を
、ひ
た
ひ
た
の

と
こ
ろ
ま
で
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま

た
、稲
の
生
育
中
に
は
中
干
し
期
間
が
必
要
で
、

そ
の
後
、間
断
か
ん
水
を
行
う
な
ど
、水
管
理
は

大
変
な
作
業
。フ
ォ
ア
ス
だ
と
前
の
日
に
水
位

だ
け
セ
ッ
ト
し
て
お
け
ば
翌
日
、水
位
を
確
認

す
る
だ
け
で
、作
業
を
す
る
と
き
は
朝
か
ら
可

能
だ
。

　

さ
ら
に
、水
稲
栽
培
で
も
フ
ォ
ア
ス
の
排
水

性
能
が
威
力
を
発
揮
す
る
。秋
の
収
穫
の
時
期

に
雨
が
多
い
と
き
、雨
の
翌
日
に
田
圃
の
表
面

に
水
が
残
り
コ
ン
バ
イ
ン
が
入
れ
ず
、刈
り
取

り
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。フ
ォ
ア
ス
の
ほ

場
で
あ
れ
ば
、排
水
能
力
が
高
い
た
め
に
雨
が

止
み
、穂
が
乾
け
ば
雨
降
り
の
翌
日
で
も
刈
り

取
り
が
行
え
、収
穫
適
期
を
逃
す
可
能
性
が
少

な
い
。

　

ま
た
、こ
の
収
穫
時
期
に
は
上
か
ら
水
を
や

ら
ず
に
地
下
か
ら
水
分
を
補
給
で
き
る
の
で
、

表
面
が
乾
い
た
状
態
で
あ
れ
ば
、ほ
場
を
荒
ら

竹
の
繁
茂
対
策
に
竹
炭
チ
ッ
プ
を
疎

水
材
に
採
用

　

山
口
県
下
で
は
竹
林
の
放
置
が
見
ら
れ
、隣

接
す
る
人
工
林
造
林
地
や
広
葉
樹
林
へ
の
竹
の

侵
入
が
問
題
化
し
、竹
の
伐
採
な
ど
の
繁
茂
対

策
に
加
え
て
、そ
の
有
効
利
用
が
検
討
、実
施
さ

れ
て
い
る
。こ
の
竹
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、フ

ォ
ア
ス
の
パ
イ
プ
埋
設
時（
ベ
ス
ト
ド
レ
ー
ン

工
法
）に
同
時
に
埋
設
さ
れ
る
疎
水
材
と
し
て

竹
炭
を
使
う
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
。こ
の
疎
水

材
に
通
常
、も
み
殻
が
使
用
さ
れ
る
が
一
点
だ

け
難
が
あ
る
。そ
れ
は
、も
み
殻
が
脱
穀
の
際
の

副
産
物
で
あ
る
た
め
コ
ス
ト
が
安
い
も
の
の
、

必
要
な
と
き
に
大
量
に
、計
画
生
産
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ

研
究
会
は
、伐
採
さ
れ
た
竹
の
有
効
活
用
と
し

て
、竹
炭
へ
加
工
し
、フ
ォ
ア
ス
の
疎
水
材
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

施工前 ガイド作業機
「フォアスカッター」
で法線上の障害物
を移動

ベスト・ドレーン
作業機でパイプと
疎水材を施工

2 31
パイプ

疎水材

す
こ
と
も
な
く
、コ
ン
バ
イ
ン
も
傷
ま
な
い
。こ

の
よ
う
に
水
稲
だ
け
で
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、省
力
化
を
図
る
こ
と
で
、今
ま
で
水
田
の

汎
用
化
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
農
家

で
も
畑
作
に
頭
を
切
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

フォアスシステム
イメージ図

試験ほ場（長門市日置）での大豆畑

大豆栽培時の排水性能

大雨でほ場が水没

大雨の翌日、ほ場にほとんど水は無し

水が過多時の排水イメージ図

全開放型低圧バルブ（Gバルブ）を開放して給水

試験ほ場（長門市日置）での水田

ベストドレーン作業機での疎水材とパイプの埋設

疎水材（竹炭チップ）の埋設状況

ベストドレーン工法
（幹線・支線パイプと疎水材の施工方法）

ネギの栽培に関しては経験不足もあり、あまり良
い物ができなかったが、フォアスの導入後は特に
何をしたわけでもなく、相当大きなタマネギがで
きるようになった。その成果は、タマネギの有名
な産地である兵庫県淡路島から見学に訪れる程
であった。
　フォアスのメリットに関してはやはり、排水性
の良さと水管理のしやすさをあげる。「収穫の時
期に雨が降っても、翌日には機械が入って作業が
できる。最近は結構天気予報が当たるので、栽培
計画が立てやすい」。フォアス導入後、4年が経過
して、米や麦の水管理には自信が持てるまでに
なった。野菜に関しても随分ノウハウの蓄積がで
きた。６haの農地に20セットのフォアスが入っ
ているが、水の確認は朝一回で終わり。山本さん
一人が調整あるいは確認するだけで、他の人は別
の作業に集中できるため、感覚的ではあるが水管
理の作業は半減した。
　非農家の若者を採用することで現在の農地を
守る担い手を作る。山本さんの考えには、この国
が抱える農業問題の解決が明確に含まれている。
「農業は決して甘いものではありません。しかし、
フォアスのようなシステムで環境が整えば、必ず
農業生産法人としてやっていける」と言い切る。
生産環境とともに大切なのは生産者のモチベー
ションであると感じた。

　山口県下でフォアスを早々に整備した特定農
業法人「アグリ楠」は、宇部市の北部、山間の町、西
万倉地区にある。水稲用の15haの土地の他、17
～18人の地権者から農業目的に使用するという
約束で6ha借用し、そこにフォアスを整備し、ア
グリ楠を立ち上げたのが平成17年4月。現在、水
稲を中心に麦、タマネギ、アスパラ、そして「は
なっこりー」や「万倉茄子」などの地元特産の野菜
を山本さんの他4人の農業大学を出た若者で切り
盛りしている。
　山本さんは「農地のフル活用が経営の基本方針。
とくに冬の時期にも休まず栽培、収穫していける
ことが農業法人としての条件である」と語る。そ
の冬場の収穫に貢献しているのが、「はなっこ
りー」という中国野菜のサイシンとブロッコリー
をかけ合わせて作られた山口県生まれの野菜。葉
や茎、花までも食べられる野菜として人気が高く、
冬場から春にかけて出荷する。また、農地の一部
をハウス栽培でアスパラも栽培している。アスパ
ラは温度管理さえすれば、手間がかからず、一年
中収穫できる。朝一にとりあえず2時間ほど収穫
して、確実に売り上げを作って次の作業に入って
いく。「いわば朝のウォーミングアップのような
作業で、大きな金額ではないけど、毎日確実に売
り上げをあげる大切な収入源」と笑顔で語る。
　麦や野菜を育てるポイントは、フォアスの水位
設定をとりあえず一番低くすること。以前はタマ

フ
ォ
ア
ス
で
農
地
を
フ
ル
活
用
し
、地
元
特
産
の
野
菜
を
守
る

特定農業法人　有限会社アグリ楠
山本繁俊さん 麦畑のフォアス桝 フォアス枡の反対側にある

水位制御器

タマネギ畑アスパラ用のビニールハウス
山口県産野菜「はなっこりー」

フ
ォ
ア
ス
で
農
地
を
フ
ル
活
用
し
、地
元
特
産
の
野
菜
を
守
る

特集 2
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地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農

特集 2地下水位制御システム「フォアス」を採用した地域営農

水不足時の給水イメージ図
用水→ Gフロート（開） 水位制御器

設定水位
▼ 

※FOEAS地下水位制御システムは独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
　農村工業研究所と株式会社バディ研究所で開発した特許工法です。

PAL/Vol.1688 PAL/Vol.168 7

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
フ
ォ
ア
ス
」を
採
用
し
た
地
域
営
農

※



百年住宅株式会社

施工現場
レポート

静岡県
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砂利層

盛土

ソケットVU管 貫通パック

ソケット（VU-DS100）＋
貫通パック（Pack75）

ユニットバス排水用　
貫通パック（Pack50）の
フロアーバンドでの固定

百年住宅株式会社技術部 
鷲巣公一さん

百年住宅株式会社経営企画室 
塩沢和訓さん

配管例

百年住宅のモデルハウス

詳しくは クボタシーアイのダンビー工法 検 索

住む人の命と財産を守る強靱な  住宅を支えるクボタシーアイ製品住む人の命と財産を守る強靱な  住宅を支えるクボタシーアイ製品

地
震
に
強
く
、長
寿
命
の
Ｗ
Ｐ
Ｃ
工
法

　
「
日
本
の
住
宅
を
も
っ
と
強
く
、長
持
ち
に
す
べ

き
で
あ
る
」と
創
業
当
時
か
ら
の
理
念
を
守
り
、

Ｗ
Ｐ
Ｃ
工
法
で
強
靱
な
住
宅
を
造
り
続
け
て
い
る

百
年
住
宅
株
式
会
社
。Ｗ
Ｐ
Ｃ（
壁
式
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）工
法
と
は
、あ
ら
か
じ
め

工
場
で
製
造
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
組
み
立
て
、一
体
化
し
た
頑
丈
な
構
造
物
を
作

る
工
法
で
あ
る
。こ
の
工
法
で
建
て
ら
れ
た
住
宅

は
地
震
に
強
く
、阪
神
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地

震
で
も
無
傷
で
あ
り
、東
海
地
震
が
懸
念
さ
れ
る

同
社
の
営
業
エ
リ
ア（
静
岡
県
）で
も
人
気
が
高
い
。

地
熱
利
用
強
化
基
礎
で
冷
暖
房
費
を
節
約

　

同
社
が
目
指
す
の
は
家
の
強
さ
だ
け
で
は
な
い
。

住
む
人
が
ど
れ
だ
け
経
済
的
な
負
担
を
少
な
く

快
適
に
す
ご
せ
る
か
、そ
ん
な
思
い
が
基
礎
構
造

に
目
を
向
け
さ
せ
た
。通
常
、住
宅
の
１
階
床
下

は
空
間
で
あ
り
、風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
で
地

面
の
湿
気
か
ら
木
材
を
守
る
目
的
が
あ
る
。し
か

し
、床
下
を
空
間
に
す
る
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
冷
暖

房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ム
ダ
に
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ

た
。そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、地
熱
利
用
強
化

基
礎
。床
下
に
盛
り
土
を
し
て
、そ
の
上
に
防
湿

シ
ー
ト
を
敷
き
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
基
礎

だ
。こ
れ
に
よ
っ
て
、冷
暖
房
費
の
節
約
は
も
ち
ろ

ん
、白
ア
リ
対
策
、さ
ら
な
る
基
礎
強
度
の
増
大

な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
た
。

長
期
優
良
住
宅
対
応
に
貫
通
パ
ッ
ク
採
用

　
一
方
、基
礎
を
埋
め
固
め
て
し
ま
う
こ
と
で
考
慮

し
な
い
と
い
け
な
い
の
が
排
水
管
の
更
新
性
。同
社

の
住
宅
の
特
長
が
高
強
度
・
長
寿
命
で
あ
る
だ
け
に

長
期
優
良
住
宅
の
申
請
も
少
な
く
な
い
。長
期
優
良

住
宅
の
基
準
の一つ
で
あ
る
維
持
管
理
等
級
３
を
取

得
す
る
た
め
に
は
、固
め
た
基
礎
の
下
に
配
管
さ
れ

る
排
水
管
を
点
検
・
修
理
可
能
に
す
る
必
要
が
あ

り
、こ
れ
ま
で
同
社
で
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｕ
字
溝
で

ピ
ッ
ト
を
作
り
対
応
し
て
き
た
。こ
れ
に
対
し
て
、百

年
住
宅
株
式
会
社
技
術
部
の
鷲わ
し

巣ず

公
一
さ
ん
は
、

「
も
ち
ろ
ん
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
ネ
ッ
ク
で
あ
っ

た
が
、せ
っ
か
く
床
下
空
間
を
無
く
す
た
め
に
基
礎

を
埋
め
固
め
て
い
る
の
に
、ピ
ッ
ト
部
で
空
間
が
で

き
て
し
ま
う
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
た
」と
問
題

を
指
摘
し
た
。

　

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、さ
や
管
構
造
で
基
礎

貫
通
部
の
排
水
管
を
更
新
可
能
に
す
る
ク
ボ
タ
シ

ー
ア
イ
の「
貫
通
パ
ッ
ク
」。し
か
し
、貫
通
パ
ッ
ク
は
、

従
来
、基
礎
壁
際
に
設
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
製

品
。今
回
の
よ
う
な
床
下
空
間
の
無
い
基
礎
構
造
の

場
合
は
、基
礎
壁
か
ら
離
れ
た
キ
ッ
チ
ン
や
風
呂
な

ど
の
排
水
位
置
に
貫
通
パ
ッ
ク
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
、ど
の
よ
う
に
さ
や
管
構
造
部
分
を
延
長
さ
せ

る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。そ
こ
で
出
し
た
答
え
が
、「
ソ

ケ
ッ
ト
付
貫
通
パ
ッ
ク
」で
、さ
や
管
と
延
長
用
の
Ｖ

Ｕ
管
を
繋
ぐ
方
法
。こ
れ
に
よ
り
、基
礎
か
ら
２ｍ
程

度
離
れ
た
場
所
に
も
貫
通
パ
ッ
ク
を
設
置
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
ピ
ッ
ト
工
事

と
配
管
工
事
と
い
う
２
種
類
の
工
事
を
配
管
工
事

だ
け
に
合
理
化
が
で
き
た
と
鷲
巣
さ
ん
は
評
価
す
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、長
期
優
良
住
宅
を
申
請
す
る
場

合
に
、貫
通
パ
ッ
ク
を
採
用
し
て
い
る
。し
か
し
鷲
巣

さ
ん
は
、「
百
年
住
宅
で
は
次
世
代
へ
受
け
継
が
れ

る
住
宅
造
り
を
目
指
し
て
お
り
、排
水
管
の
耐
用
年

数
が
家
よ
り
短
く
な
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、今
後

は
標
準
に
し
て
い
き
た
い
と
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

防
災
住
宅
の
は
じ
ま
り

　

百
年
住
宅
株
式
会
社
で
は
、災
害
後
も
困
ら
な

い
防
災
設
備
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た「
防
災
住
宅
」

も
提
案
し
て
い
る
。同
社
は
、阪
神
大
震
災
以
降
、

地
震
に
限
ら
ず
、台
風
、土
砂
災
害
な
ど
大
き
な
自

然
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、即
チ
ー
ム
を
組
ん
で
現
地

調
査
を
行
っ
て
い
る
。被
害
に
あ
っ
た
住
宅
を
調
査

し
、災
害
に
強
い
住
宅
造
り
に
活
か
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
か
ら
だ
。現
地
調
査
の
中
で
、「
Ｗ
Ｐ
Ｃ

工
法
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
は
、阪
神
大
震
災
や
新

潟
中
越
沖
地
震
の
際
、窓
ガ
ラ
ス
1
枚
の
破
損
も

無
く
無
傷
で
近
所
の
方
々
が
非
難
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、家
は
全
く
被
害
を
受
け
ず
、寝
泊
り
は
で

き
て
も
、断
水
や
停
電
に
よ
り
非
常
に
住
み
に
く
い

状
況
に
置
か
れ
た
」と
い
う
話
を
多
く
の
被
災
者

か
ら
聞
か
さ
れ
た
。同
社
と
し
て
も
、無
傷
の
実
績

が
あ
る
住
宅
だ
か
ら
こ
そ
、被
災
し
て
も
で
き
る

だ
け
普
段
の
生
活
が
営
め
る
よ
う
な
住
宅
を
供
給

し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、「
防
災
住
宅
」と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
立
ち
上
げ
、商
品
化
し
た
。

災
害
時
に
困
る
の
は
水

　

被
災
地
の
現
地
調
査
で
目
に
し
て
き
た
の
は
、

や
は
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
問
題
。中
で
も
水
は
深

刻
で
あ
る
。コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
等
の
水
は
直

ぐ
に
売
り
切
れ
、給
水
車
は
災
害
発
生
か
ら
２
日

後
ぐ
ら
い
し
か
来
な
い
。そ
れ
ま
で
は
壊
れ
た
水

道
管
か
ら
溢
れ
た
水
を
汲
ん
だ
り
、給
水
車
が
到

着
し
て
も
長
蛇
の
列
に
並
ば
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
り
、水
の
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
姿
を
目
の

あ
た
り
に
し
て
き
た
。

36
リ
ッ
ト
ル
の
非
常
用
飲
料
水
を
備
蓄

　

防
災
住
宅
で
は
、水
の
備
蓄
に
関
し
て
、こ
れ

ま
で
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
貯
湯
タ
ン
ク
の
水
を
非
常
用

と
し
て
提
案
し
て
き
た
。し
か
し
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト

の
水
は
飲
料
水
に
は
適
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

飲
料
水
を
備
蓄
す
る
た
め
の
タ
ン
ク
を
ず
っ
と

探
し
て
き
た
と
仰
る
の
は
、同
社
経
営
企
画
室
の

塩
沢
和か
ず

訓の
り

さ
ん
。数
リ
ッ
ト
ル
の
小
規
模
の
タ
ン

ク
や
、屋
上
な
ど
に
設
置
す
る
大
型
な
タ
ン
ク
は

あ
る
も
の
の
、一
般
家
庭
に
ち
ょ
う
ど
い
い
も
の
が

な
い
。数
多
く
の
展
示
会
等
に
足
を
運
び
、よ
う
や

く
め
ぐ
り
会
っ
た
、ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
の
貯
水
機
能

付
防
災
ヘ
ッ
ダ
ー「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」。４
人
家
族
が

３
日
間
必
要
な
３６
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
用
水
を
備
蓄

可
能
で
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
２
リ
ッ
ト
ル
）１８
本
分
に

変
わ
る
も
の
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

安
心
を
実
感
で
き
る
貯
め
て
る
ゾ
ー

　

実
際
、塩
沢
さ
ん
の
住
宅
に
も
貯
め
て
る
ゾ
ー

を
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。「
天
井
裏
に
設
置
し
て

い
る
た
め
人
目
に
つ
か
な
い
。ま
た
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
必
要
と
し
な
い
の
で
全
く
そ
の
存
在
が
気
に

な
ら
な
い
。た
だ
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
飲
料
水
が

い
つ
で
も
確
保
さ
れ
て
い
る
安
心
感
が
あ
る
だ
け

と
い
う
の
は
画
期
的
で
あ
る
」と
感
想
を
い
た
だ

い
た
。

　

同
社
で
は
、今
年
6
月
ま
で
飲
料
水
用
の
貯
め

て
る
ゾ
ー
の
他
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、卓
上
I
H
コ
ン

ロ
、発
電
機
と
そ
の
配
線
工
事
な
ど
防
災
の
た
め

の
装
備
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
防
災
住
宅
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。こ
れ
か
ら
も
防
災
の
重

要
性
を
多
く
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、災

害
に
遭
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
を
供
給

し
た
い
と
塩
沢
さ
ん
は
語
っ
た
。

●
地
熱
利
用
強
化
基
礎
に
対
応
す
る
基
礎
貫
通
継
手「
貫
通
パ
ッ
ク
」

●
防
災
住
宅
で
飲
料
用
水
を
備
蓄
す
る「
貯
め
て
る
ゾ
ー
」

●地熱利用強化基礎に対応する基礎貫通継手「貫通パック」

給水管の取付け（ワンタッチで接続可能な継手を内蔵）

防災住宅モデルハウスの貯めてるゾー（SBSマイホームセンター富士展示場、三島展示場）



有明海の荒波にも負けない

カキの養殖筏専用ポール
福岡県

熊本県

佐賀県

長崎県

佐賀

熊本
長崎

有明海
太良町

大浦漁港
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頑
丈
な
カ
キ
養
殖
筏
を
作
る

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
鋼
管
ポ
ー
ル

　

カ
キ
の
養
殖
と
い
え
ば
、誰
も
が
広

島
県
や
宮
城
県
を
思
い
起
こ
す
の
で
は

な
い
か
。生
産
量
で
見
る
と
、広
島
県
産

は
全
国
の
約
半
数
、宮
城
県
産
が
約
４

分
の
１
を
占
め
る
。こ
れ
ら
の
地
域
で

共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、海
が
穏
や
か
で
、

山
や
川
か
ら
の
栄
養
分
が
多
い
な
ど
、カ

キ
養
殖
に
適
し
た
環
境
。し
か
し
、カ
キ

の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、広
島

県
や
宮
城
県
だ
け
で
は
な
い
。地
域
の

天
候
や
地
形
に
順
応
し
た
や
り
方
で
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
。豊
前
海
を
一
大
産
地
に
し
た
福
岡

県
や
玄
界
灘
や
有
明
海
を
養
殖
場
に
し
た
佐
賀
県

な
ど
、九
州
北
部
も
カ
キ
養
殖
が
盛
ん
な
所
。

　

九
州
北
部
の
特
徴
と
し
て
は
、他
の
地
域
に
比
べ

台
風
が
多
く
、高
波
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。一
般

的
に
カ
キ
の
養
殖
は
竹
や
木
材
で
筏
を
組
み
、カ
キ

の
種
が
多
数
付
着
し
た
ホ
タ
テ
貝
の
殻
を
吊
る
し

成
長
さ
せ
る
。波
が
穏
や
か
な
海
で
あ
れ
ば
こ
の
よ

う
な
筏
で
大
丈
夫
で
あ
る
が
、台
風
の
通
り
に
道
に

な
る
九
州
で
は
丈
夫
な
部
材
が
必
要
と
な
る
。こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、木
材
の
変
わ
り
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
ポ
ー
ル
を
使
用
し
た
り
、鉄
製
フ
レ
ー
ム
で
作
っ
て

い
る
も
の
ま
で
あ
る
。当
然
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
は
強

度
、鉄
製
フ
レ
ー
ム
に
は
コ
ス
ト
の
問
題
が
つ
き
ま
と

う
。そ
ん
な
養
殖
業

者
の
問
題
解
決
に

立
ち
上
が
っ
た
の
が

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
。

水
道
用
で
お
な
じ

み
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
パ

イ
プ
の
内
側
に
鋼

管
を
挿
入
す
る
こ

と
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

単
体
よ
り
強
度
を

持
た
せ
な
が
ら
コ
ス

ト
も
縮
減
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。丹
念
に
市
場

調
査
を
行
う
傍
ら
、

試
作
品
を
作
り
、

九
州
北
部
や
広
島

県
で
の
試
験
使
用

を
経
て
カ
キ
養
殖
筏
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ポ
ー
ル
が
完

成
し
た
。

新
し
い
大
浦
漁
港
の
カ
キ
養
殖

　

こ
の
春
、二
百
本
以
上
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
鋼

管
ポ
ー
ル
を
採
用
を
さ
れ
た
漁
港
が
あ
る
と
い
う
の

で
、佐
賀
県
太
良
町
に
向
か
っ
た
。太
良
町
、大
浦

漁
港
は
有
明
海
に
面
し
た
美
し
い
漁
港
で
、鹿
島

市
か
ら
向
か
う
道
中
に
は
多
く
の
カ
キ
焼
き
屋
が

並
ぶ
。す
で
に
カ
キ
の
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
り
に
差
し
掛

か
っ
て
い
た
が
、お
み
や
げ
用
に
販
売
さ
れ
て
い
た
。

も
と
も
と
天
然
の
カ
キ
を
扱
い
、カ
キ
の
需
要
が
多

い
太
良
町
に
あ
っ
て
大
浦
漁
港
の
カ
キ
養
殖
の
歴
史

は
比
較
的
新
し
い
。平
成
13
年
頃
、平
ら
ぎ（
貝
の一

種
）漁
が
不
良
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
カ
キ
養
殖

が
始
ま
っ
た
。現
在
、約
20

人
が
カ
キ
養
殖
に
従
事
し
、

漁
船
漁
業
と
兼
業
し
な
が

ら
水
産
業
を
支
え
て
い
る
。

強
風
に
耐
え
う
る

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆

鋼
管
ポ
ー
ル

　

大
浦
漁
港
で
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
被
覆
鋼
管
ポ
ー
ル
の
試

験
使
用
か
ら
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
弥
永
達
郎
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
っ
た
。こ
の
地

域
の
風
や
波
に
つ
い
て
、「
台

風
が
来
る
と
50
m
規
模
の

風
が
吹
き
、波
の
中
に
入
っ

て
筏
が
見
え
な
く
な
る
。ま

た
、波
の
波
長
が
短
い
た
め

に
筏
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
。木
材
の
筏
で
あ

る
と
、虫
食
い
も
手
伝
っ
て
、ま
ず
3
年
で
だ
め
に
な

る
」と
言
う
。そ
こ
で
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
鋼
管
ポ
ー

ル
を
1
年
前
か
ら
試
し
て
い
た
だ
い
た
。「
こ
の一
年
間
、

台
風
は
無
か
っ
た
が
、30
m
以
上
の
風
に
充
分
耐
え

て
き
た
。ポ
ー
ル
の
表
面
に
は
凹
凸
が
あ
る
の
で
、組

立
時
、鉄
線
で
ポ
ー
ル
同
士
を
縛
っ
た
と
き
に
い
い

感
じ
で
食
い
込
み
、緩
ま
ず
し
っ
か
り
固
定
で
き
る
。

ま
た
、凹
凸
が
滑
り
止
め
に
な
り
筏
の
上
の
作
業
が

安
心
で
き
る
」と
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、潮
が
引
い
た
浜
で
は
漁
師
の
方
々
が

筏
を
組
ん
で
い
た
。12
m
四
方
の
大
き
な
筏
だ
。ポ

リ
エ
チ
レ
ン
被
覆
鋼
管
ポ
ー
ル
と
桧
の
間
伐
材
を
組

み
合
わ
せ
て
フ
ロ
ー
ト
の
上
に
組
ん
で
い
く
。基
本
的

に
力
の
掛
か
る
部
分
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ポ
ー
ル
を
使

用
し
、木
材
は
補
助
的
な
役
割
だ
と
い
う
。樹
脂
製

の
ロ
ー
プ
と
鉄
線
で
固
定
し
て
い
く
が
、筏
の
組
立

方
は
各
個
人
が
考
え
た
も
の
で
、こ
れ
と
い
っ
た
や

り
方
は
な
い
。

筏
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
減
ら
し
カ
キ
養
殖

を
発
展
さ
せ
る

　

弥
永
さ
ん
の
思
い
は
、カ
キ
養
殖
の
発
展
と
そ
の

先
に
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
。そ
の
た
め
に
は
、カ
キ
養
殖

に
携
わ
る
人
を
増
や
し
、良
質
で
ま
と
ま
っ
た
量
の

カ
キ
を
作
り
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
筏
の
メ
ン
テ
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、こ
れ
ま
で
2

〜
3
年
に一
度
の
筏
の
作
り
直
し
が
、1
年
で
も
長

く
保
て
ば
、カ
キ
養
殖
は
き
つ
か
ー
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
」と
話
す
。こ
れ
ま
で
悪
天

候
の
た
め
木
材
筏
の
沈
没
も
経
験
し
て
き
た
だ
け

に
、「
早
く
台
風
が
来
て
、そ
の
強
さ
を
実
証
し
た

い
」と
自
信
満
々
で
あ
っ
た
。

弥永氏の養殖筏

フロートの直上には呼び径92が、その上には呼び径75が固定された。

鉄線でしっかり固定された呼び径75のポール。
端部は呼び径50のキャップがバット融着されている。

弥永達郎さん

製品の種類と寸法

牡蠣養殖いかだ用 ポリエチレン被覆鋼管（ポール）
ポリエチレン管 ポリエチレンキャップ

Ｌ

Ａ

Ａ

φD

ポリエチレン管

鋼管

鋼管キャップ

ポリエチレンキャップ

バット融着

ポリエチレン管
表面凹凸構造

鋼管

B部詳細 A - A断面
ポリエチレンで被覆しているため、
錆びることはありません。

内層は鋼管なので、プラスチック製品
より高強度です。

ポリエチレン管の表面には滑りにくい
凹凸構造を採用しています。

錆びない

高強度

滑りにくい

錆びない

高強度

滑りにくい

鋼管をポリエチレン管で被覆した
牡蠣養殖いかだ用ポール

略　号 呼び径
鋼管

（内層）
厚さ

外径D
(mm)

全長L（mm）

6m 10m 12m 6m 10m 12m

1本あたりの参考質量（kg）

OFPE75
OFPE90-2.8
OFPE90-3.2

75
90
90

2.3mm
2.8mm
3.2mm

78
94
94

6,200
6,300
6,300

10,200
10,300
10,300

12,200
12,300
12,300

28.5
39.7
43.8

47.5
66.2
73.1

57.0
79.4
87.5

※ご使用上の注意事項は
　専用のパンフレットを
　ご参照ください。

お問い合せ クボタシーアイ株式会社 九州支店　Tel 092(473)2453

New
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一辺が12mのカキ養殖筏

地元太良町のカキ

大浦漁港全景（竹崎城址展望台から）
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KCニュースKCニュースKCニュース

ホームページが新しくなりました。
平成22年4月20日、クボタシーアイのホームページをリニューアルしました。電子ブックを導入し、
製品情報が一層充実。また、お客様にダウンロードしていただける有用な
情報も多数ご用意しました。ここでは、新しくな
った重要なポイントについて解説いたします。

多彩なダウンロード情報2
カタログ、設計積算価格表の電子ブックでの閲覧やチラシや承認図のPDFダウンロードが可能です。

会員登録でダウンロード情報が拡大3
会員登録していただくと、技術資料やCADデーターも
ダウンロードが可能になります。

充実した製品情報4
分野別の各製品を一覧表示します。さらに選
択された各製品の詳細情報やダウンロード情
報を表示させることができます。

建築設備分野の取り扱い製品群の一部

サムネールでページを検索

ふせんを付けて検索の目印に

 市場分野  →  製品名  →  資料の種類　
と順番に目的の資料を絞り込んでいけます。
※フリーワードを入力して検索も可能

CADデータや
技術資料が
表示されます。

カタログ 設計積算価格表 チラシ承認図

技術資料 CADデーター

登 録
↓

ログイン
↓

ダウンロード画面

カタログ類を電子ブックで閲覧1
設計積算価格表や主要カタログを電子ブック
で閲覧できます。本電子ブックは、しおり機能
など検索機能が充実しています。

テキスト目次でページを検索

検索機能充実の電子ブック

全文検索タブの
ワードボクッスに

直接入力してもOK

２つ以上のキーワードを入力し、
全てのキーワードがあるページを検索

２つ以上のキーワードの内、
一つでもキーワードがあるページを検索キーワードを入力して検索下水道展 ’10名古屋 名古屋で

　お待ちしてお
ります！

●管路更生工法
　ダンビー工法（施工実演）／ＥＸ工法／マンホール接続部耐震化製品
●まちづくり・震災対策製品
リブパイプによる「災害用トイレ配管システム」／
景観対策・サインとして活用できる「プリふた」
●都市浸水対策製品
雨水貯留浸透槽「RAIN望スタジアム」／逆流防
止弁「カンタン君」（東京都下水道局様との共同
研究品）
●下水道管路資器材
開削補修用製品／新発想の合流式下水道用内
副管（参考出展）／下水道用ポリエチレン管

平成22年7月27日（火）～30日（金）
AM10:00～PM5:00
（但し、初日開館AM10:00、最終日閉館PM4:00）

ポートメッセなごや（名古屋市港区金城ふ頭2丁目2番地）
第３展示館 小間番号4-38

クボタシーアイブース出展の
お知らせ
全国の下水道事業関係者が一同に会する恒例の下水道展が名古屋で開催されます。
クボタシーアイブースは、時代のニーズに対応した製品を多数展示いたします。是非お立ち寄りください。

会期

会場

主
な
出
展
予
定
製
品

RAIN望スタジアム下水道展 ’08横浜から



結城市観光ボランティアガイド協会
小澤　民治さん

大和
西大寺駅

尼ヶ辻駅 奈良駅

近鉄奈良駅

新大宮駅

平城宮跡

唐招提寺

垂仁
天皇陵

薬師寺

奈良公園

奈良国立博物館

東大寺

若草山

春日大社

奈良市みどころマップ

近鉄奈良線

JR万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線

JR
関
西
本
線（
大
和
路
線
）

JR
関
西
本
線（
大
和
路
線
）

近
鉄
橿
原
線

1

3 4
5

2 に
っ
ぽ
ん
探
訪   

　
奈
良
県

平
成
の
大
改
修
が
終
了
し
た
唐
招
提
寺「
金
堂
」

　

数
あ
る
奈
良
の
古
刹
の
中
で

も
今
、も
っ
と
も
注
目
が
高
い
と

思
わ
れ
る
の
は
、唐
招
提
寺
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。七
五
九
年
鑑
真

和
上
が
建
立
し
た
寺
院
と
し
て

名
高
い
こ
の
寺
の
金
堂
が
平
成

12
年
よ
り
大
修
理
が
行
わ
れ
、

そ
の
修
理
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
も

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

十
年
越
し
の
大
修
理
が
終
了
し
、

落
慶
法
要
が
行
わ
れ
た
の
が
昨
年
秋
。わ
く
わ
く
す

る
思
い
で
入
口
の
南
大
門
に
向
か
っ
た
。

　

堂
々
た
る
門
を
く
ぐ
る
と
、い
き
な
り
金
堂
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。幸
い
に
も
平
日
の
午
前
中
と

い
う
こ
と
も
あ
り
参
拝
客
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

凛
と
し
た
金
堂
は
す
っ
き
り
晴
れ
た
春
の
青
空
と
両

脇
を
固
め
る
木
々
の
緑
に
渾
然
一
体
と
調
和
し
て
い

る
。し
ば
ら
く
呆
然
と
見
入
っ
て
い
た
が
、気
を
取
り

直
し
て
、内
部
の
仏
像
を
見
る
こ
と
に
し
た
。

　

中
央
に
は
本
尊
で
あ
る
盧
舎
那
仏
坐
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。光
背
の
高
さ
が
5
m
に
も
お
よ
び
、そ

の
恰
幅
の
い
い
体
躯
や
切
れ
長
の
目
は
大
陸
的
で
、

鑑
真
和
上
が
伴
っ
た
弟
子
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
の

も
納
得
で
あ
る
。唐
の
都（
長
安
）を
模
し
た
と
さ
れ

る
平
城
京
に
は
、当
時
、多
く
の
外
国
人
が
こ
の
町

を
訪
れ
日
本
文
化
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
伺
え

る
。こ
の
本
尊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
右
の
薬
師
如
来

立
像
、左
の
千
手
観
音
立
像
も
第
一
級
の
国
宝
で
、

奈
良
時
代
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
広
大
な
平
城
宮
跡
で
始
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

　

奈
良
市
内
の
ど
真
ん
中
に
広
大
な
緑
が
広
が
る
。

面
積
が
1
km2
、東
京
ド
ー
ム
約
21
個
分
の
広
さ
を
誇

る
平
城
宮
跡
だ
。建
物
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
か
こ

こ
ち
良
い
開
放
感
が
満
喫
で
き
る
。平
城
京
は
元
々
、

東
西
4.3
㎞
、南
北
4.8
㎞
の
広
大
な
土
地
に
南
北
9

本
の
大
路
、東
西
9
本
を

配
し
、7
万
人
の
人
々
が

住
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

平
城
宮
跡
で
は
、四
月

二
四
日
よ
り
十
一
月
七
日

ま
で
遷
都
千
三
百
年
を

祝
う
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
て
い
る
。こ
の

祭
り
に
合
わ
せ
て
、北
側

に
は
荘
厳
な「
大
極
殿
正

殿
」が
復
元
さ
れ
、期
間
中
、一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、天
平
時
代
の
風
俗
を
体
験
で
き
る「
な
り

き
り
体
験
館
」や
天
皇
の
宴
遊
の
場
を
復
元
し
た

「
東
院
庭
園
」な
ど
数
多
く
の
施
設
が
作
ら
れ
た
。

古
都「
奈
良
」を
一
望
で
き
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト

　

近
鉄
奈
良
駅
付
近
に
は
見
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

大
仏
で
有
名
な
東
大
寺
、五
重
の
塔
が
あ
る
興
福

寺
、昔
な
が
ら
の
町
家
で
食
事
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
が
楽

し
め
る
な
ら
ま
ち
な
ど
。し
か
し
、天
気
が
良
い
日
に

ぜ
ひ
お
す
す
め
な
の
が
若
草
山
登
山
。登
山
と
い
っ

て
も
最
高
地
点
が
3
4
2
m
な
の
で
ハ
イ
キ
ン
グ
気

分
で
大
丈
夫
。

　

県
庁
か
ら
の
大
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
東
へ
若
草
山
を

目
指
し
て
歩
く
と
、登
山
入
口
に
ぶ
つ
か
る
。こ
こ
で

百
五
十
円
を
払
い
、い
ざ
登
山
開
始
。ラ
ッ
キ
ー
な
こ

と
に
山
道
で
は
満
開
の
桜
が
咲
い
て
い
る
。整
備
さ

れ
た
階
段
を
ど
ん
ど
ん
上
っ
て
い
く
と
入
口
か
ら
二

十
分
ぐ
ら
い
で
頂
上
に
着
い
た
。「
ヤ
ッ
ホ
ー
、絶
景
、

絶
景
、奈
良
市
内
が一
望
で
き
る
」と
喜
ん
で
い
る
と
、

背
後
に
小
高
い
山
が
見
え
た
。「
え
っ
、ま
だ
高
い
所
が

あ
る
？
」そ
こ
は
３
重
に
な
っ
て
い
る
山
の
１
重
目
に

し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
２
重
目
ま
で
5
分
、さ
ら
に
10
分
ほ
ど

で
よ
う
や
く
最
高
点
ら
し
き
と
こ
ろ
に
到
着
し
た
。

西
暦
七
一
○
年
、元
明
天
皇
に
よ
っ
て
遷
都
さ
れ
た
平
城
京
。今
年
は
、遷
都
千
三
百
年
の
記
念
の
年
に
当
た
る

と
い
う
こ
と
で
、一
年
を
通
し
て
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。百
年
に一
度
の
お
祭
り

に
盛
り
上
が
る
奈
良
の
都
を
歩
い
た
。

背
後
に
山
が
あ
る
た
め
、3
6
0
度
と
ま
で
は
い
か

な
い
が
、2
0
0
度
以
上
の
眺
望
が
楽
し
め
る
。遠

く
に
は
朝
訪
れ
た
唐
招
提
寺
、平
城
宮
跡
、そ
し
て

足
下
に
は
東
大
寺
の
大
仏
殿
。こ
こ
ま
で
上
が
っ
て

く
る
と
、下
か
ら
見
る
若
草
山
か
ら
全
く
想
像
で
き

な
い
地
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。幾
重
に
も
重

な
っ
た
山
々
と
そ
の
斜
面
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
鹿
が
張
り

付
い
た
ユニ
ー
ク
な
景
色
で
あ
る
。

日
本
最
古
の
市「
海
石
榴
市
」

　

日
本
最
古
の
道
と
さ
れ
る
山
辺
の
道
は
、三
輪

山
の
南
西
麓
か
ら
奈
良
盆
地
の
東
縁
を
北
上
し
て
、

石
上
神
宮
を
経
て
奈
良
山
丘
陵
へ
と
続
く
古
道
。

な
か
で
も
J
R
・
近
鉄「
桜
井
駅
」❶
か
ら
長
岳
寺
へ

と
向
か
う
コ
ー
ス
は
変
化
に
富
ん
だ
人
気
の
コ
ー
ス
で

あ
る
。駅
か
ら
は
歩
道
に
埋
め
込
ま
れ
た
卑
弥
呼
の

タ
イ
ル
が
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
。最
初
の
ポ
イ
ン
ト

は
、初
瀬
川（
大
和
川
の
上
流
）の
ほ
と
り
に
あ
る

「
海
石
榴
市
」❷
と
い
う
日
本
最
古
の
市
が
あ
っ
た
場

所
。飛
鳥
や
難
波（
大
阪
）へ
向
か
う
旧
街
道
の
合
流

点
で
、遣
隋
使
の
小
野
妹
子
が
帰
国
し
た
際
、隋
の

使
者
が
船
で
こ
の
地
ま
で
や
っ
て
来
た
と
い
う
。今
の

水
量
か
ら
は
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
船
で
や
っ
て
こ
ら
れ

た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、当
時
の
様
子
が
川
の
土
手
に

描
か
れ
て
い
る
の
で
是
非
見
て
も
ら
い
た
い
。

三
輪
山
を
祀
る 

大
神
神
社

　

海
石
榴
市
か
ら
し
ば
ら
く
民
家
の
道
を
し
ば
ら
く

行
く
と
、よ
う
や
く
三
輪
山
の
裾
野
を
歩
く
よ
う
に

な
る
。す
ぐ
に
見
え
て
く
る
の
が
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り

の
お
堂（
金
屋
の
石
仏
）❸
。中
に
は
、高
さ
2
m
の

釈
迦
如
来
と
弥
勒
菩
薩
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。こ
の
辺
か
ら
山
道
特
有
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
る

が
、第
十
代
崇
神
天
皇
の
瑞
籬
宮
跡
や
平
等
寺
な

ど
の
施
設
が
あ
り
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。そ
し
て
い
よ

い
よ
、山
辺
の
道
の
大
き
な
見
所
、大
神
神
社
❹
へ
。

　

参
道
か
ら
で
は
な
く
、境
内
横
か
ら
入
る
と
、巳

の
神
杉
と
い
う
巨
木
が
向
か
え
て
く
れ
る
。こ
の
境

内
に
生
い
茂
る
杉
は
、神
霊
の
宿
る
霊
木
と
し
て
崇

拝
さ
れ
、古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
。多
く
の
参

拝
者
が
集
ま
る
中
、春
の
大
神
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
祭
は
崇
神
天
皇
の
御
代
に
始
ま
り
、二
千
年
以

上
も
続
い
て
お
り
、酒
の
神
・
大
物
主
大
神
が
登
場

す
る
狂
言
が
行
わ
れ
た
。

　

大
神
神
社
に
は
、い
く
つ
か
の
摂
社
が
あ
り
、狭
井

神
社
」❺
も
そ
の一つ
。こ
の
神
社
の
拝
殿
左
手
に
万

病
に
効
く
と
い
わ
る
御
神
水
が
湧
い
て
い
る
。コッ
プ

も
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、の
ど
を
潤
す
の
も
よ
し
、

ペッ
ト
ボ
ト
ル
に
給
水
す
る
の
も
よ
い
。こ
の
神
社
に

は
、大
神
神
社
の
ご
神
体
で
あ
る
三
輪
山
に
上
る
登

拝
口
が
あ
り
、社
務
所
に
願
い
出
る
と
有
料
で
登
る

万
葉
の
歌
人
も
詠
ん
だ
日
本
最
古
の
道「
山
辺
の
道
」

万
葉
の
歌
人
も
詠
ん
だ
日
本
最
古
の
道「
山
辺
の
道
」

千
三
百
年
の
時
空
を
超
え
た
日
本
の
ふ
る
さ
と

千
三
百
年
の
時
空
を
超
え
た
日
本
の
ふ
る
さ
と

7
唐招提寺 南大門　奈良市五条町13-46
近鉄「西ノ京」、「尼ケ辻」より徒歩

唐招提寺 金堂（国宝）
八世紀後半、鑑真和上の弟子の一人であった如宝の尽力により、
完成したといわれる。

平城宮跡「大極殿正殿」

近鉄「大和西大寺」南口より徒歩

海石榴市
隋から使者を迎える様子が描かれている。

大神神社 拝殿
三輪山を御神体にする日本で最も古い神社。
拝殿は、徳川4代将軍家綱の造営で国の重要
文化財に指定されている。

景行天皇陵
倭建命（日本武尊）の父といわれる
第12代景行天皇陵墓。

長岳寺 鐘楼門
桜、つつじ、かきつばた、あじ
さい、もみじ、やぶつばきなど
四季折々の花が楽しめる関西
花の寺第十九番霊場。

桧原神社から望む風景
鳥居の向うには二上山が見え、万
葉の時代そのままの風景が堪能
できる。

る
し
ゃ
な
ぶ
つ
ざ
ぞ
う

つ　

ば　

い　

ち

お
お
み
わ

さ　

い

と
よ
す
き
い
り
ひ
め
の
み
こ
と

ひ
ば
ら

や
ま
と
の
か
さ
ぬ
い
の
む
ら

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、摂
社
の一つ 

桧
原
神
社
❻
が
あ
る
桧
原
と

い
う
土
地
は
、崇
神
天
皇
の
御
代
、 

豊
鋤
入
姫
命
が

天
照
大
御
神
を
初
め
て
お
祀
り
し
た 

倭
笠
縫
邑
で

あ
る
。桧
原
神
社
は
大
御
神
が
伊
勢
に
鎮
座
し
た

後
も
神
跡
と
し
て
お
祀
り
さ
れ
、元
伊
勢
と
も
呼

ば
れ
る
。万
葉
集
に
も
柿
本
人
麻
呂
な
ど「
三
輪
の

檜
原
」と
数
多
く
詠
ま
れ
、山
の
辺
の
道
の
歌
枕
と

も
な
っ
て
い
る
。

古
墳
に
、古
刹
に
山
里
を
満
喫
す
る

　

歴
史
を
持
つ
社
を
抜
け
る
と
、「
大
和
の
青
垣
」と

呼
ば
れ
る
大
和
平
野
を
囲
む
山
々
を
見
渡
せ
る
道

に
出
て
く
る
。こ
の
辺
り
に
は
み
か
ん
畑
が
広
が
り
、

い
た
る
所
に
無
人
の
販
売
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

売
ら
れ
て
い
る
の
は
、甘
夏
、は
っ
さ
く
、な
ど
柑
橘
類

で
、ど
れ
で
も
百
円
。安
い
の
で
あ
ま
り
期
待
し
な
い

で一
袋
買
っ
て
み
る
と
、こ
れ
が
な
か
な
か
の
物
。喉
が

乾
い
て
い
る
せ
い
か一
気
に一
袋
を
完
食
し
て
し
ま
っ
た
。

　

桜
井
市
か
ら
天
理
市
に
入
る
と
柳
本
古
墳
群
と

呼
ば
れ
る
巨
大
な
古
墳
が
待
ち
構
え
て
い
る
。十
二

代
景
行
天
皇
の
陵
墓
❼
も
そ
の
一
つ
で
、全
長

3
1
0
m
の
前
方
後
円
墳
は
全
国
7
位
の
大
き
さ
。

正
面
に
向
う
た
め
いっ
た
ん
道
を
外
れ
、お
堀
を
廻
っ

た
が
結
構
遠
い
。御
陵
の
正
面
に
は
宮
内
庁
が
管
轄

す
る
立
派
な
門
に
鳥
居
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、最
後
は
弘
法
大
師
が
開
い
た
と
さ
れ
る

長
岳
寺
❽
に
立
ち
寄
っ
た
。正
面
の
入
口
の
鐘
楼
門

は
日
本
最
古
の
も
の
で
、弘
法
大
師
当
寺
創
建
当

初（
平
安
時
代
）の
唯
一の
建
物
で
あ
る
。こ
の
門
を

く
ぐ
る
と
、左
手
に
本
堂
が
あ
り
、右
手
に
池
が
広

が
っ
て
い
る
。夕
暮
れ
が
近
づ
く
せ
い
か
、参
拝
者
は

少
な
く
、本
堂
も
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
。神
聖
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
本
堂
に
上
が
り
、重
要
文
化
財
で
も

あ
る
阿
弥
陀
仏
三
尊
に
手
を
合
わ
せ
た
。こ
の
よ
う

に
歴
史
あ
る
仏
様
と
静
か
に
向
き
合
え
る
の
が
奈

良
の
い
い
所
か
も
し
れ
な
い
。

JR線・近鉄線「桜井駅」北口

インフォメーショ
ンもあり、山辺の
道のマップ設置さ
れている。

金屋の石仏
平安～鎌倉時代の作と考
えられている、重要文化財。

狭井神社 薬井戸
万病に効くと古くから
伝えられるご神水がこ
んこんと湧き出ている。

6
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奈良といったら
やっぱりこの子たち

若草山から望む奈良市内
若草山登山
開山時期：春期、夏期、秋期で日時は毎年異なるため要確認。
問い合わせ　TEL 0742-22-0375
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新製品のご案内 シルバーグレー・呼び径200

屋 外 排 水 設 備 用

カラーVU-DV継手

カラーパイプVU管／VU-DV継手ニューラインナップ 株式会社カクダイ製

スロップシンク用排水アダプター

90°エルボ
略号：VU-DL

ソケット
略号：VU-DS

90°Y（200×150）
略号：VU-DT

伸縮継手
略号：SLR

45°エルボ
略号：VU-45L

カラーパイプ

排水アダプター

内径接続

施工例
対象管種：VP、VU（呼び径50）×32ミリ洗浄管

・クボタシーアイカラーパイ
プの内径に適合した排水
アダプター。
・袋ナットのメタル部で接続
口が隠れるため、仕上りが
美しい。

特  長
カラーパイプVU管

管長：4m
JIS K 6741品



クボタシーアイは、個人情報保護に関する法令やガイドライン等を遵守すべく、個人情報保護方針を定めています。これに則りPALにお寄せいただいた全てのお便り（電子
メール含む）に記載された個人情報は、本誌送付先管理や各種照会に対する回答、クイズ当選景品の発送、一部誌面掲載（お便りコーナー等）等の利用目的に限定し、
その範囲を超えてお客様の個人情報を取り扱うことは致しません。また個人データの安全管理が図られるよう、当社従業員、委託先等に対する必要かつ適切な監督を行う
とともに、印刷や送付等で個人データを第三者との間で共同利用する場合は、当該第三者との間で契約や取り決めを交わす等、法令上必要な措置を講じます。
＊個人情報保護方針の詳細は、弊社ホームページ（http://www.kubota-ci.co.jp）に掲載しています。

編
集
後
記

返信用のはがきには、お送りしました封筒の宛名に記載されている整理No.をお書きください。お願い

個人情報保護について

おハガキどんどんお待ちしております！

A
B C

D

E

F G
I

H

第167号の正解
答：B,C,D,H,I
多数のご応募ありがとうございました。
正解者多数のため、抽選により記念品をお届けしました。

※1つの区切りに2つ以上の違いはなく、印刷の汚れ
も数えません。

プレゼント

右の2枚の写真、よ～く見れば少し違う。
上段と下段の写真を見くらべて、5つの違
いを発見してください。解答は、添付の解
答用ハガキのマス目にアルファベットを記
入してお送りください。

違いは
どこにある？

まちがい探し
クイズ

奈良のお土産でお勧めしたいのが「三
笠焼き」。関西ではその形が三笠山（若
草山）に似ていることから、どら焼きのこ
とを三笠焼きと呼びます。奈良市内の
和菓子屋には、直径15cm以上もある
特大ものをおいている店があり、生地の
部分もふんわりで大変おいしいですよ。

奈良・山辺の道の無人販売店では、
冬から春にはみかんや甘なつなど、
秋には柿や栗などが百円で並びま
す。だまされたと思って一袋買ってみ
てください。

能率手帳から生まれたエコブックカバー

●環境にやさしい素材「エコニア」を使用
●新書サイズ:約182mmx115mm
●カラー:マットブラック、オリーブの2種
※当選個数は1個です。色の指定はご容赦願います。

先端を
折り込んで
しおりに

新潟県・株式会社拓越
遠田恵利子さまの作品

兵庫県・赤松設備
赤松はるみさまの作品

長崎県・株式会社高木産業
高木 誠さまの作品

福井県・社団法人福井県管工事設備工業協会
吉田えりさまの作品

大阪府・浜田水道
浜田隆志さまの作品

※PAL編集部にお寄せいただいたハガキ
の文面やイラスト、写真などは、作者の
同意なく、本誌およびクボタシーアイ
ホームページに掲載させていただくことが
あります。また、ハガキはお返し致しません
ので、予めご了承願います。

広島県・広島県土地改良事業団体連合会三次事業所
小林由佳里さまの作品

奈
良
県
・
有
限
会
社
細
川
商
会

細
川
康
子
さ
ま

同
年
代
の
熱
意
に
感
心

新
し
い
年
が
明
け
、大
変
厳
し
い
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。仕
事
の
合
間

に
P
A
L
を
読
み
ま
し
た
。全
部
目

を
通
し
ま
し
た
が
、工
事
店
さ
ま
訪

問
記
に
は
、私
た
ち
の
同
年
代
で
も

あ
り
、社
長
さ
ん
の
熱
意
に
感
心
致

し
ま
し
た
。主
人
は
仕
事
を
引
退
し

て
野
菜
作
り
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

が
、私
は
ま
だ
現
役
で
す
。も
う
少

し
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
興

味
深
い
編
集
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
先
行
き
の
見
え
な
い
不
景
気
感

が
つ
の
る
昨
今
、ご
自
身
の
信
念
に

も
と
づ
い
て
一
生
懸
命
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
お
話
を
伺

う
と
、こ
ち
ら
も
元
気
づ
け
ら
れ
る

思
い
が
い
た
し
ま
す
。ご
主
人
様
の

作
ら
れ
た
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
召
し
上

が
っ
て
、お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

山
形
県
・
株
式
会
社
平
尾
工
務
店

阿
部
寛
治
さ
ま

ダ
ン
ビ
ー
工
法
に
興
味

私
の
住
ん
で
い
る
酒
田
も
下
水
道

の
普
及
率
が
80
％
を
越
え
て
き
て

い
る
中
で
、40
年
近
く
な
る
老
朽
管

の
補
修
工
事
が
で
て
き
て
い
る
の

で
、漏
水
他
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
施

工
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。ダ
ン

ビ
ー
工
法
な
ど
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

■
下
水
道
の
維
持
管
理
時
代
に
突

入
し
て
久
し
い
現
在
、全
国
各
地
で

老
朽
管
の
補
修
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。ダ
ン
ビ
ー
工
法
を
は
じ
め
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
参
考
に
な

る
よ
う
な
、さ
ま
ざ
ま
な
現
場
情
報

を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
賀
県
・
伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

井
本
清
一
さ
ま

近
所
の
野
良
ネ
コ
た
ち

事
務
所
の
近
く
で
野
良
ネ
コ
が
年
に

2
回
程
度
子
ど
も
を
産
ん
で
い
ま
す
。

事
務
所
の
周
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と
遊
ん

で
い
ま
す
が
、時
折
鳴
き
声
を
あ
げ
て

事
務
所
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。ま
た
、

天
気
が
悪
い
日
な
ど
は
事
務
所
の
資

材
倉
庫
を
開
け
て
い
る
の
で
、そ
こ
で

遊
ん
で
い
ま
す
。そ
の
光
景
を
眺
め
て

い
る
時
は
楽
し
い
で
す
が
、追
い
出
す

の
が
悲
し
い
で
す
。

バ
タ
バ
タ
し
て
い

て
も
ネ
コ
を
見
る

の
が
楽
し
い
で
す
。

■
忙
し
い
合
間
、野

良
ネ
コ
に
ひ
と
と
き

の
癒
し
を
感
じ
て
お

ら
れ
る
ご
様
子
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。子

ネ
コ
た
ち
が
い
つ
で

も
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
が
あ
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

千
葉
県
・

株
式
会
社
多
古
設
備

瓜
生
一
雄
さ
ま

塩
ビ
ふ
た
が
注
目
さ
れ
る
日

今
号
の
プ
リ
ふ
た
。い
ろ
い
ろ
な
展

開
が
あ
る
も
の
で
す
ね
。
ジ
ミ
〜

な
塩
ビ
ふ
た
に
も
主
役
に
な
る
日

は
近
い
！
ウ
ー
ン
、
感
心
す
る
こ

と
し
き
り
で
す
。
フ
ォ
ア
ス
と
い

う
制
御
シ
ス
テ
ム
も
す
ご
い
で
す
。

特
徴
を
生
か
せ
る
現
場
の
開
拓
に

は
問
題
も
山
積
み
で
し
ょ
う
が
、

農
業
に
日
が
当
た
る
よ
う
頑
張
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

■
こ
れ
ま
で
ジ
ミ
〜
な
塩
ビ
ふ
た
で

し
た
が
、プ
リ
ふ
た
の
登
場
で
じ
わ
じ

わ
人
気
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。本
誌

に
も
プ
リ
ふ
た
を
ご
採
用
い
た
だ
い

た
方
か
ら
の
お
便
り
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。岐
阜
県
の
各
務
さ
ん
は
写
真

入
り
で
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岐
阜
県
・
株
式
会
社
大
和
設
備

各
務
紀
子
さ
ま

わ
が
家
の
庭
に
プ
リ
ふ
た
が
咲
い
た
！

プ
リ
ふ
た
を
見
て
す
ぐ
注
文
し
、ま

ず
我
が
家
で
使
い
ま
し
た
。

■
振
り
そ
で
姿
の

キ
ュ
ー
ピ
ー
ち
ゃ
ん

に
囲
ま
れ
て
、プ
リ
ふ

た
が
一
層
映
え
て
ま

す
ね
。ご
採
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茨
城
県
・
湖
北
水
道
企
業
団

狩
谷
吉
秀
さ
ま

「
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
」の

ワ
ン
シ
ー
ン

小
春
日
和
の
あ
る
日
、霞
ヶ
浦
の
堤
防

を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
ま
し
た
ら
、た

く
さ
ん
の
釣
り
人
を
見
か
け
ま
し
た
。

ワ
カ
サ
ギ
が
釣
れ
て
い
ま
し
た
。筑
波

山
も
い
つ
も
は
霞
ん
で
い
る
の
で
す

が
、そ
の
日
は
は
っ
き
り
と
見
え
ま
し

た
。両
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
で
四
角

い
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、筑
波
山
に
向
け

て
前
後
に
移
動
す
る
と
、筑
波
山
が
近

く
に
来
た
り
遠
く
に
座
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
声
も

賑
や
か
で
、ま
る
で
映
画「
フ
ー
テ
ン

の
寅
さ
ん
」の
シ
ー
ン
を
見
て
い
る
よ

う
で
す
。大
変
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
で

す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
ま
さ
に
日
本
の
風
景
と
い
う
感
じ

で
す
ね
。こ
れ
か
ら
の
季
節
は
散
歩

す
る
の
も
気
持
が
良
い
で
し
ょ
う
ね
。

大
阪
府
・
共
同
設
備
株
式
会
社

向
山
友
恵
さ
ま

ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
何
歳
？

ク
ボ
タ
シ
ー
ア
イ
製
品
を
毎
日
現
場

で
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。ミ
ズ

エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
を
実
行

し
て
い
ま
す
。ミ
ズ
エ
さ
ん
は
何
歳

ぐ
ら
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す

か
？
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■
ミ
ズ
エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
そ
れ
と
な

く
聞
い
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、「
レ

デ
ィ
ー
の
辞
書
に
年
齢
と
い
う
言
葉
は

な
い
か
ら
ね
ぇ
〜
」と
軽
く
あ
し
ら
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ち
な
み
に
ミ
ズ

エ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
本
誌
に
登
場
し
た

の
は
20
年
ほ
ど
前
。以
来
、歳
を
と
る

の
を
や
め
、ま
す
ま
す
お
元
気
だ
と
か
。

滋
賀
県
・
豊
郷
町
地
域
整
備
課

長
谷
川
勝
就
さ
ま

仕
事
に
役
立
つ
P
A
L

毎
回
、上
下
水
道
の
本
管
な
ら
び
に
宅

内
の
最
新
の
技
術
・
製
品
の
紹
介
が

あ
り
、仕
事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、日
本
探
訪
は
日
本
各
地
の
名
所
等

が
た
く
さ
ん
の
写
真
付
き
で
読
み
や

す
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

■
こ
れ
か
ら
も
製
品
、技
術
の
ほ
か
、

各
地
の
施
工
現
場
や
旅
行
記
な
ど
、盛

り
だ
く
さ
ん
な
情
報
を
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
す
。お
仕
事
に
、息
抜
き
に
、

末
永
く
P
A
L
を
ご
愛
読
願
い
ま
す
。
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切手を貼らずに平成00年0月00日までにご投函ください。

所在地 〒

整理No. □□□-□□□□

事業所

氏名 年齢

読者クイズ

※ 整理No.は封筒の宛名の右下にある番号
の　 ことです。必ずご記入ください。

168
本誌およびクボタシーアイ製品に対するご意見、ご要望、イラスト、
その他どんなことでも結構です。どしどしお寄せください。
（PALに掲載させていただいた方には、記念品を進呈いたします）

正解者のなかから先着で
300名様にオリジナルカ
レンダーをプレゼント！

解 答 欄
（アルファベット記入）

本誌同封のハガキにクイズの解答といっしょに
いろんなお便りをお待ちしております。

・クボタシーアイの製品について
・工事で困っていること
・本誌の感想
・にっぽん探訪で行って欲しい所
・イラストや写真
・皆さまの近況等々

BOOKMAN（新書カバー）

正解者の中から抽選で100名様に記念品を進呈します。
解答ハガキのお名前は、楷書ではっきりとお書きください。

抽選で

100名
様に

書いて送ってネ！
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